
 

資料５ 事業事前計画表（基本設計時） 
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資料 5 事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 

セネガル国 タンバクンダ州給水施設整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

「セ」国政府は、保健衛生、貧困削減の観点から安全な水の供給を主要な開発課題の

一つとして位置づけ、国家の方針としてPRSP（貧困削減戦略ペーパー、2002）およびMDGs

（ミレニアム開発目標）で、農村部の給水率を2015年までに78％とする方針を掲げてい

る。これを実施するため、「セ」国政府はPEPAM（水と衛生のミレニアムプログラム、2005）

を策定し、現在このPEPAMに沿って給水行政が進められている。 

安全な水へのアクセス率は、全国平均72％（2007年PEPAMデータ）であるのに対し、本

件調査対象となるタンバクンダ州は30％程度に留まっている。同州は全国の中でも貧困

度の高い地域に属しており、保健や教育の開発指標においても全国平均を大きく下回っ

ている。生活の基本となる安全な水へのアクセスが限られていることは、当地域の貧困

をさらに悪化させる原因ともなっており、アクセス率を高めるために、給水施設の改善、

整備が強く望まれている。 

我が国は、「セ」国の地方給水分野を重点課題として、約30年にわたり協力を実施し

てきた。この間、約119カ所の給水施設新設、14ヶ所の改修、4箇所の維持管理拠点の新

設などが行われた。その結果、約30万人の村人が安全な水にアクセスできるようになり、

また約55万頭の家畜にも安定的に水が供給されている。多くの女性や子供達がこれまで

の水汲み労働から解放されるとともに、より衛生的な生活を享受できるようになるなど、

地域社会に大きく貢献している。 

先方要請内容は、機能が低下或いは停止しているレベル 2及びレベル 1深井戸給水

施設の改修又は拡張とされ、タンバクンダ州及び周辺州に点在する 55 箇所（レベル 2

を 48 箇所、レベル 1を 7箇所）について対象に要請している。 

本計画は、上位計画である PEPAM に掲げる安全な水のアクセス率の向上に寄与する

ものであり、タンバクンダ州及び周辺州において安全な水の持続的な供給を通して、

住民の経済活動、教育、健康といった様々な面での改善が期待されることから、協力

の必要性、妥当性は高い。 

 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 （裨益対象の範囲及び規模） 

タンバクンダ州及び周辺州（マタム、ティエス、ルーガ）の対象地域において、

安全で安定的な給水を受ける人口が増大する。 

本プロジェクトの裨益対象として以下が想定される。 

 直接裨益人口：タンバクンダ州、マタム州、ティエス州及びルーガ州における住

民約 146,730 人（2019 年）、家畜大型 55,100 頭（2019 年）、小型 83,500 頭（2019

年） 



 A-90

(2) プロジェクト全体計画の成果 

① 対象地域に給水施設が整備される。 

②  改修された給水施設の運営維持管理体制が整備される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

① 19 サイトにおいて給水施設を改修の実施及び衛星村落へ拡張する。 

②  住民による給水施設運営維持管理体制を整備する。 

(4) 投入（インプット） 

 ① 日本側（本案件） 

無償資金協力 12.99 億円 

 ② セネガル国側 

ア）実施機関要員、維持管理センター要員の配置 

イ）施設の運営・維持管理に係る経費の確保 

(5) 実施体制 

主管官庁： 都市・住宅・建設・水利省  

実施機関： 都市・住宅・建設・水利省 地方水利局 

 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

タンバクンダ州（15 サイト）、マタム州（2サイト）ティエス州（１サイト） 

ルーガ州（１サイト） 

計 4州 19 サイト 

(2) 概要 

19 サイトにおいて地下水を水源とする給水施設の改修・拡張を実施する。 

給水施設改修・拡張対象サイトの水利用者管理組合（ASUFOR）により給水施設

の適切な運営・維持管理に係る技術支援 

(3) 相手国側負担事項 

施設建設用地の確保、アクセス道路の整備 

(4) 概算事業費 

概算事業費 13.00 億円  

（無償資金協力 12.99 億円、セネガル国側負担 1百万円） 

(5) 工期（単債案件） 

詳細設計・ソフトコンポーネント・入札を含め約 24 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

ASUFOR の形成において、積極的に女性参画を促進する。 

 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関するもの） 

ターゲットグループを取り巻く社会・経済条件が急激に悪化しない。 
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6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

ソフトコンポーネント計画において、技術協力プロジェクト「安全な水とコミュニ

ティ活動支援計画（フェーズ 1、2）」の活動を通じて、ASUFOR の新規設立及び再強化

の際に、利用者である住民への啓発活動およびカウンターパートによる ASUFOR への定

期的な指導・モニタリングが、給水施設の維持管理を適切に行う上で重要であり、本

プロジェクトにおいても留意する。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指標 実施前 

（2009 年） 

事業終了時 

(2012 年）※1 

安全な水への 

アクセスが限定され

ている人口 

82,430 人 83,174 人 

給水人口 
安全な水に 

アクセスできない 

人口 

26,670 人 26,911 人 

大型家畜の 

頭数 
44,575 頭 44,843 頭 

家畜数 
小型家畜の 

頭数 
67,700 頭 68,107 頭 

 

※1 対象サイトの人口増加率は、DHR の設計基準 3.0％/年を採用、また家畜頭数

の増加率は DHR の設計基準 2.0％を採用している。 

(2) その他の成果指標 

なし 

(3) 評価のタイミング 

2012 年（全施設改修・拡張完成時） 

 



 

資料６ ソフト・コンポーネント計画書 
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資料 6 ソフトコンポーネント計画書 

 

セネガル国タンバクンダ州給水施設整備計画準備調査 

ソフトコンポーネント計画書 

 

1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

 

「セネガル国タンバクンダ州給水施設整備計画」は、タンバクンダ州及び周辺州における 19 サ

イトの給水施設の改修・拡張を行なうものである。本ソフトコンポーネント計画はこれらの対象

サイトにおいて改修・拡張が行なわれた後の住民による施設維持管理体制の整備を目的に、本プ

ロジェクトの１コンポーネントとして実施されるものである。 

セネガル国（以下「セ」国）においてのこれまでの給水施設維持管理は政府行政が全面的に支

援する体制を取ってきたが、それと同時に、「セ」国の定める受益者負担の原則により、地方住

民に対しても給水施設に対する所有者意識の向上、自助努力を求めてきた。 

1983 年には省の改編で、都市水利局と地方水利局（DHR）が分化され、新たに維持管理局（DEM）

が新設され、村落レベルでは、各施設を有する村落（集落）に水管理委員会(Comité de gestion) 

を設立することが 1984 年に制度化され、給水施設の操業・維持管理を村落で行える体制をとっ

てきた。 

1997 年には、これまでの水管理委員会のあり方を見直した結果、新たな維持管理体制の確立を

目指し、「セ」国は水利用者管理組合（ASUFOR)の創設を省令化した。その中には、従量制による

水利費の支払・徴収や、給水施設の運営に関する村落側の義務遵守の徹底等の内容が盛り込まれ

ている。 

 

 給水施設維持管理における課題として、給水施設はあるものの未だ ASUFOR が設立されていない

サイトもあり、これらのサイトについては、ASUFOR 意義及び設立方法から具体的な活動内容まで

の啓蒙活動を行い、村落側に十分促し、維持管理体制を整えていく必要がある。 

 また、ASUFOR が設立されているサイトにおいても、従量制による料金徴収や村民に対する活動

の公表など ASUFOR の方針が徹底されていない場合も見受けられるので、これらのサイトについて

も啓蒙活動を実施し、ASUFOR の活動を徹底させる。 

 

2. ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの目標は【プロジェクトの実施対象となる全 19 サイトにおいて、安全な

水の安定的確保のための住民による給水施設運営維持管理体制が整備される】とする。 

 

3．ソフトコンポーネントの成果 

本ソフトコンポーネントの目標を達成するために期待される成果は以下とおりである。 

 

成果１：ASUFOR 設立済みサイトにおいて組織が円滑に稼動する 

成果２：ASUFOR 未設立のサイトにおいて ASUFOR が設立され、円滑に稼働する 
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4. ソフトコンポーネントの成果の達成度の確認方法 

本ソフトコンポーネント計画の成果の達成度は、以下の項目に沿って確認を行う。 

 

成果１：ASUFOR 設立済み対象サイトにおいて組織が円滑に稼動する 

指標： 

1）従量制による料金徴収がされているか。 

2）口座の開設と適正な水料金管理がされているか。 

3）ASUFOR 事務局メンバーによる定期会合が実施されているか。 

4）DEM への定期的な ASUFOR 活動状況の報告が行われているか。 

5）ASUFOR に対する対象村落、衛星村落住民の理解と信頼が得られているか。 

成果２：ASUFOR 未設立のサイトにおいて ASUFOR が設立され、円滑に稼働する 

指標： 

1）公共水栓利用予定者が ASUFOR 導入の必要性について同意しているか。 

2）ASUFOR に対する対象村落、衛星村落住民の理解が得られ、村落の水委員会委員、事務局

メンバーが選出され、各々がその役割を理解しているか。 

3）事務局メンバーは会計様式や台帳、契約文書等の記入方法、その取りまとめ方について理

解しているか。 

4）銀行口座が開設され、供出金の積立が開始され、従量制による適切な水料金管理ができて

いるか。 

5）事務局がモニタリングシステム、組織編制について理解したか。 

6）ASUFOR 事務局メンバーによる定期会合が実施されているか。 

7）内部規定（案）が作成、承認されたか。 

8）DEM への定期的な ASUFOR 活動状況の報告が行われているか。 

 

5. ソフトコンポーネント計画内容 

 

1)  基本方針 

本プロジェクトの対象 19 サイトには維持管理組織が存在しているが、その稼働状況はサイト毎

に異なっている。維持管理組織の活動は今後の給水施設の維持管理を大きく左右することから、

組織の稼働状況に応じたソフトコンポーネントへの対応が必要になってくる。 

そこで、各サイトの維持管理組織の稼働状況を判定するために、技術協力プロジェクト「安全

な水とコミュニティ活動支援計画 フェーズ 2(PEPTAC2)」の ASUFOR 稼働状況判定質問項目をベー

スに作成した 12 の質問項目で以下のように各サイトの分類を行った。 

 

分類 判定内容 

【成果 1の対象】 

分類 A 

（4 サイト） 

すでに ASUFOR が設立されており、判定指標を 10 項目以上クリアし優良と判

断されたサイト 

【成果 2の対象】 

分類 B 

（8 サイト） 

すでに ASUFOR が設立されているが、判定指標のクリア数が 10 項目未満で課

題があると判断されたサイト 

分類 Cサイト 

（7サイト） 

まだ ASUFOR が設立されておらず、旧水管理委員会方式で運営されているサ

イト 

＊DEM 維持管理センター（BPF）からの聞き取りで、問題が指摘されたサイトについては、質問票によ

る評価では「分類 A」であっても、総合判断として「分類 B」としている。 
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表 3 サイト別 ASUFOR 運営状況対比表 

順位 サイト No. サイト名 分類 

1 36 GOUDIRY B 

2 34 SINTHIOU MALEME B 

3 14 DAROU NDIAWENE A 

4 11 DIAGLE SINE B 

5 30 MAKA B 

6 28 COLIBANTANG C 

7 29 MERETO A 

8 46 AOURE C 

9 10 KOUMPENTOUM C 

10 45 TAIBA NDIAYE  A  

11 54 HAMDALLAYE TESSAN  C  

12 37 GOUMBAYEL A 

13 16 FASS GOUNASS C 

14 15 DAROU SALAM SINE II B 

15 50 MBAYEGNE THIASDE B 

16 53 BIDIANKOTO C 

17 47 DOUNDE C 

18 13 DIAM DIAM B 

19 24 MISSIRAH B 

注）SINTHIOU MALEME はローカルコンサルタントによる調査による ASUFOR 評価の点数は高くなってい

る。しかし、当サイトには表面上には表れにくい運営面の問題が存在すると BPF 長による指摘がある。

本計画における ASUFOR 稼働評価においてはこういったサイトは Bとしている。また、問題のあるサイ

トについてはフォローアップ日数を増加し対応する。 

 

2) 分類別の活動内容 

 

 社会状況調査結果から、ASUFOR の稼働状況に応じて実施するソフトコンポーネントの活動を整

理した。 

分類 A：ASUFOR 稼働状況優良サイト 

活動開始当初と終了前に 2度サイト訪問を行い、運営情況を確認する（再指導が必要と

判断された場合は、分類 B、Cの巡回指導費を活用して指導を行う）。 

活動内容：4サイト 9日間、フォローアップ(2 回)  

ASUFOR稼働状況調査時の評価項目の点数は高いが、調査項目でクリアしていない課題があ

るサイトは課題の解決、問題のないサイトに対しては、運営維持管理の更なる向上を目指

した提案を行っていく。 

フォローアップの形式や対象は課題内容によって異なる。 

＊ 衛星村、問題点の有無により啓蒙活動、フォローアップ回数が増えるサイトがある。 

分類 B：ASUFOR 稼働状況に課題があるサイト 

ローカルコンサルタントによって複数回、巡回指導を通じて、運営情況の改善を図る。 

活動内容：8サイト 52 日間 啓蒙普及（広報、総会）、フォローアップ(2 回) 

ASUFOR 稼働状況調査の評価項目の点数は高くないためその課題の解決が必要となる。ま

た調査項目以外の問題を有するサイトにおいては状況を分析し課題の解決を行う。

ASUFOR 運営上の問題の原因が事務局にある場合、事務局員の改選を実施する。問題が

ASUFOR メンバーの力だけでは解決できない場合は BPF と協議し対策を実施する。 
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フォローアップの形式や対象は課題の内容によって異なる。 

＊衛星村、問題点の有無により啓蒙活動、フォローアップ回数が増えるサイトがある。 

分類 C：ASUFOR 立ち上げサイト 

PEPTAC2 で実施された方式を採用してローカルコンサルタントによる ASUFOR 設立及び

その後、フォローアップを行う。 

活動内容：7サイト 49 日間 啓蒙普及（広報 1回、総会 2回）、ASUFOR 設立研修（4 日

間）、7サイト 34 日間 フォローアップ（2回） 

ASUFOR立ち上げの啓蒙普及プログラム（広報、総会、研修）を実施する。 

総会で承認された従量制が軌道に乗るまで、時間を要する場合もあり、フォローアップ

で繰り返し啓蒙を行い住民の十分な理解を促していく。現地に駐在する行政機関、マラ

ブー等、特定個人やグループ、住民の理解が得られにくい場合は郡長等の地方行政機関

の協力を仰ぐ。 

事務局メンバーとなる人員に対し、会計様式や台帳、契約文書等の記入方法、内部規程

を作成、銀行口座を開設し、それらの運用、取りまとめ方について指導を行う。 

フォローアップの形式や対象は課題の内容によって異なる。 

＊衛星村、問題点の有無により啓蒙活動、フォローアップ回数が増えるサイトがある。 

 

3) ソフトコンポーネント実施における留意点 

 

本ソフトコンポーネントの実施においては、特に以下の点に留意する。 

・水利費について理解を深めるために、住民が納得できるよう具体的かつ明瞭な説明を行う。 

・市場など人の集まる場所で普及啓蒙活動を行う。 

・内規を遵守しない場合（水利費の滞納など）への対処方法検討および強化を行う。 

・代替水源となり得る浅井戸の多いサイトについては、衛生教育の強化を行うことにより、衛生

的な水への関心度を高めていく。また、公共水栓周囲や村落内に水溜りなど、排水に関する衛

生指導を行う。 

・代替水源となる浅井戸の多いサイトについては、各戸給水の導入を提案するなど利用率向上の

推進を図っていく。 

・BPF 職員、村側双方による頻繁な情報交換（DEM への定期連絡、モニタリングシートの提出、 

BPF 職員によるフォロー）の促進を行う。 

・SINTHIOU  MALEM、MAKA 等の料金徴収等の施設運営に問題のあるサイトでは NGO が ASUFOR 設立 

支援活動を開始しており連携を検討する。 

・現在 JICA により ASUFOR の運営状況に関する調査が実施されており、その調査結果について 

もフォローアップの内容に生かしていく。 

 

6. ソフトコンポーネントの投入計画 

・邦人コンサルタント（3.0MM） 

ソフトコンポーネントの立案、および実施時の全体監理を行う。プロジェクト開始前の中央水

行政関係者（DHR、DEM、BPF 等）・地方行政側代表者（州、県、地方共同体等）に対する当該プ

ロジェクトの概要説明、日本側関係機関への連絡・報告、その他各関係機関との協議・調整、工

事工程とソフトコンポーネント実施工程の調整などを担当する。当該要員は、社会開発分野での

経験を有するものとする。以下に予定業務を記す。（邦人コンサルタントの配置計画は別添１参

照） 
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・ ローカルコンサルタントに対する入札図書の作成、入札、契約、活動指導（1.2MM） 

・ 途中経過進捗監理、活動指導補足（1.3MM） 

・ 活動結果確認（0.5MM） 

 

・ローカルコンサルタント（15 ヶ月間） 

 現地の社会経済専門家、ASUFOR 啓蒙普及員投入のもと、以下の活動を行う。 

・ 分類 Aに対する啓蒙活動・フォローアップ（4サイト） 

問題確認、問題に対する指導・啓蒙活動、フォローアップ 

・ 分類 Bに対する啓蒙活動・フォローアップ（8サイト） 

問題確認、ASUFOR の基本方針の再確認、問題に対する指導・啓蒙活動、フォローアップ 

・ 分類 Cに対する啓蒙活動・フォローアップ（12 サイト） 

ASUFOR の基本方針、内部規定の作成、銀行口座の開設及びその運営方法、会計台帳の記載

方法、料金徴収（従量制）の方法、住民に対する啓蒙活動方法などの指導・啓蒙活動、フォ

ローアップ 

 

7. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 

7.1 主な実施リソース選定理由 

 前項の投入計画でも明示している通り、主な投入はローカルコンサルタントを検討している。 

 既に、「セ」国において深井戸式給水施設に対する ASUFOR の設立は国策として定められてお

り、ASUFOR を理解し、設立作業を任せられるコンサルタントは存在しているからである。 

 

 

7.2 実施リソースの調達方法 

 今回の応札金額は 1000 万円以上の金額になると予想される事から、一般競争入札方式を採用

する。具体的には、ダカール市の商工会議所に公示し、公正な審査に基づき、ローカルコンサル

タントを選定する。 

 また、プロポーザル選考に際しては、以下の点を留意する。 

① ASUFOR 指導・設立などの業務実績 

② DEM との業務実績 

③ タンバクンダ州における業務実績 

④ 複数の在来語(プル、ソニンケ、マンデンガ、ジョラ)を解する要員の配置（複数配置可） 

⑤ その他、業務遂行に必要な資機材を所有する事 

 

7.3 先行プロジェクトのノウハウの有効活用 

「セ」国においては、本ソフトコンポーネント計画を実施するために必要な人材に加えて、教

材等は先行プロジェクトによって整備されている。日本/JICA としての協力の一貫性や、限られ

た時間の中で効率的な作業を行う観点から、それら他プロジェクトのノウハウ、知見を活用する

こととする。 

 以下に活用する教材や知見等を整理する。 
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表 1 先行プロジェクトの教材、ノウハウの活用内容 

活用予定教材と知見 

PEPTAC 教材を活用 

・ ASUFOR が設立されていないサイトに対する教材及び ASUFOR 設立ノウハウ 

・ ASUFOR の運営が不良なサイトに対する教材及び再研修ノウハウ 

・ 給水施設が故障した際、改修するための一連のプロセス理解 

・ モニタリング実施に関する試案を施行、ノウハウ 

・ 共同水栓の量水器の設置推進のためのノウハウ 

 

表2 主なPEPTAC マニュアルの概要 

ASUFOR 啓蒙普及教材（紙芝居） 一般住民用・ASUFOR 事務局員用・保健衛生教育用の3 種

ASUFOR 啓蒙普及マニュアル 啓蒙普及教材(紙芝居)の解説書（仏語･ｳｫﾙﾌ語･プル語）

ASUFOR 啓蒙普及員のための視聴覚教

材 

啓蒙普及教材(紙芝居)を使用した普及活動のビデオ教

材 

ASUFOR 内部規定 ASUFOR 内部規定作成のガイド（仏語･ｳｫﾙﾌ語･プル語）

社会ジェンダーに関する指針 啓蒙普及全般におけるジェンダー配慮に関わる指針 

目標積立金額算定フォーマット 給水施設維持管理費用に係る試算フォーマット 

施設オペレータ研修用テキスト･視聴

覚教材 

施設オペレータ研修に使用されるテキスト及び教材 

施設オペレータ業務マニュアル 施設オペレータの日常業務に関するマニュアル 

水利用ガイドライン 水利用･揚水量に関わる村落住民等への指導資料 

地下水モニタリング業務マニュアル DEM､DGPRE､施設ｵﾍﾟﾚｰﾀ(ASUFOR)の連携でのモニタリン

グ 

民間施設維持管理業者の契約書 民間維持管理業者との契約書（施設形式別） 

生産活動多様化関連マニュアル 営農・養鶏等の生産活動多様化活動に関わるマニュアル

 

8. ソフトコンポーネントの実施工程 

 ソフトコンポーネントの実施工程は以下の通りである。全体の工程は大きく 2つのステージに

分類できる。 

 

＜第一ステージ 2010 年 9 月（現時点での工事開始時期）～2011 年 4 月＞ 

 

 本ステージは、全対象サイトに対して、ASUFOR が良好に運営されている 4サイト（分類 A）に

対して検証を実施、ASUFOR は設立されているが、運営状況は芳しくない 8サイト（分類 B）に対

しては再研修の実施、ASUFOR が設立されていない 7サイト（分類 C）に対しては設立の作業を行

う。 

 施工期間は約 2年が予定されており、前半に主な作業を集中させるのはバランス的には偏るよ

うに見えるが、ASUFOR の円滑な稼動には一定の準備期間が必要であり、PEPTAC2 関係者等との協

議も鑑み、あえて、前半に主な活動を集中させることとした。 

前半に業務を集中させる利点は以下のように整理できる。 

① フォローアップに多くの時間を費やす事ができる 

② 各戸給水栓用の量水器設置は自己負担のため、迅速な対応は期待できないことから、量水器

設置までの一定の時間を確保できる 
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③ 給水施設の改修前から ASUFOR 関連活動が始まる事で住民のモチベーション(期待)が高まる

ため、ASUFOR への参画意欲が醸成される 

 

＜第二ステージ 2011 年 4 月～2012 年 3 月＞ 

 本ステージは、第一ステージで活動したサイトのフォローアップに集中すると同時に、改善が

必要なサイトに対しては徹底的に指導を行う。 

 

表 6 ソフトコンポーネント業務実施工程 1 

主な活動 ／年月 2010 年 

9 月 

   2011 年 

4 月 

     

 

2012 年 

3 月 

＜活動内容＞            

①全体計画の確認            

②現地コンサル選定            

③活動準備、開始            

④活動報告(適宜)            

⑤サイト状況確認            

⑥フォローアップ計画の策定            

⑦フォローアップ活動開始            

⑧活動報告            

⑨サイト状況確認            

⑩最終報告書作成            

 

 

第二ステージ 

第一ステージ



 

表 7 ソフトコンポーネント業務実施工程 2 

 

9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

ローカルコンサルタント入札・選定・契約

1 入札図書作成 ★

2 公示  ★

3 入札 　★

4 ローカルコンサルタント選定 　　★

5 契約交渉・契約 ★

1 中央行政レベルへの事業説明，協力要請 ★

2 地方レベルでの事業説明，協力要請 ★

3 ASUFOR設立済みサイトフォローアップ

１） ASUFOR優良サイト(分類A）フォローアップ(4サイト）

２） ASUFOR優良サイト(分類B）フォローアップ(8サイト）

4 ASUFOR新規設立サイト普及啓発・組織化(７サイト）

5 ASUFOR新規設立サイトフォローアップ(７サイト）

ソフトコンポーネント従事者・業務期間

日本人専門家1名（事業監理）（3MM)

現地コンサルタント（フォローアップ：2名）

現地コンサルタント（ASUFOR啓蒙普及：2名）

ローカルコンサルタント報告書

１） ASUFOR優良サイト(分類A）フォローアップ(4サイト） △(各サイト） △(各サイト）

２） ASUFOR優良サイト(分類B）フォローアップ(8サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト） △(各サイト）

３） ASUFOR新規設立サイト普及啓発・組織化(7サイト） △(各サイト）
△(各サイト） △(各サイト）

４） ASUFOR新規設立サイト（分類C)フォローアップ(７サイト）
△(各サイト） △(各サイト） △(各サイト）

業務進捗報告書・Progress Report ▲

完了報告書・Final Report ▲

成果２：旧水管理委員会の対象サイトにおいてASUFORが設置され円滑に稼働する

成果物提出タイミング

成果１：ASUFOR設置済対象サイトにおいて組織が円滑に稼働する

事業進捗
2010年 2011年 2012年
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9. ソフトコンポーネントの成果品 

 ソフトコンポーネントの成果品は以下のとおりである。 

 

①成果達成度確認のための計画書及び定期確認結果 

‐フォローアップ結果報告書 

‐各サイトからのモニタリング報告書 

‐内部規定改定の必要性のあるサイトにおいては ASUFOR 内部規定 

‐最終的に締結された住民総会議事録（分類 B、Cサイト） 

②ソフトコンポーネント実施状況報告書 

③ソフトコンポーネント完了報告書 

④各種研修、ワークショップ参加者リスト 

⑤その他（映像資料、新聞記事等） 

 

10. ソフトコンポーネントの概算事業費 

 

日本側負担事業費 ： 19.4 百万円 

内、直接人件費 ： 1.9 百万円 

直接経費 ： 15.1 百万円 

間接費 ： 2.4 百万円 

 

11.  相手国実施機関の責務 

 

概略設計概要説明調査時の協議議事録で確認された通り、ソフトコンポーネントの実施に際して、

「セ」国側は、必要なカウンターパートを充てる。 

具体的には、活動期間中に DEM の出先機関である BPF の職員が同行し、村落の状況を把握し、ソ

フトコンポーネント活動経過のモニタリングを行う。活動後においても BPF が定期的にモニタリン

グを行い、ASUFOR 活動が不十分な場合は、サイトに対して再研修を行って、ASUFOR を適正な活動に

修正するように導く。 

従って、BPF の ASUFOR 担当職員は ASUFOR の方針から具体的な活動内容について把握し、指導的立

場の者を配置させる必要がある。 
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・ローカルコンサルタント委託費 

詳細な数的根拠は別紙＊参照のこと。 

 

ローカルコンサルタント委託費 

成果 投入内容 概算事業費 

成 果 1 ：

ASUFOR 設立

済み対象サ

イトにおい

て組織が円

滑に稼動す

る 

・ローカルコンサ

ルタントの活動

経費用一式 

A サイト＊別紙１参照 

アニメーター（ASUFOR 啓蒙普及１名）日当：40,000×17 日＝

680,000 

◆アニメーター（社会経済専門 1名）： 

日当：40,000×17 日＝680,000 

◆アニメーター（2名）宿泊費：30,000×16 泊＝960,000 

◆車両借り上げ（サイト用４×４）：85,000×17 日間＝

1,445,000 

◆燃料費：1300L×550＝715,000 

◆フォローアップおよび衛星村啓蒙普及活動レポート作成

費：50,000×9 回＝450,000（8 回＋衛星村啓蒙普及 1回） 

B サイト＊別紙１参照 

◆アニメーター（１名）日当：40,000×62 日＝2,480,000 

◆アニメーター（社会経済専門 1名）： 

日当：40,000×62 日＝2,480,000 

◆アニメーター（2名）宿泊費：30,000×61泊×2名＝3,660,000 

◆車両借り上げ（サイト用４×４）：85,000×62 日間＝

5,270,000 

◆燃料費：4000L×550＝2,200,000 

◆フォローアップおよび衛星村啓蒙普及活動レポート作成

費：50,000×44 回＝2,200,000 

成 果 ２ ：

ASUFOR 未設

立のサイト

に お い て

ASUFOR が設

立され、円滑

に稼働する 

同上 

 

C サイト（ASUFOR 設立） 

◆アニメーター（ASUFOR 啓蒙普及１名）日当：40,000×49 日

×１名＝1,960,000 

◆アニメーター（社会経済専門 1名）： 

日当：40,000×49 日×１名＝1,960,000 

◆アニメーター（2名）宿泊費：30,000×48泊×2名＝2,880,000 

◆車両借り上げ（フォローアップ分含む）：85,000×89 日間

＝7,565,000 

◆燃料費：6900L×550＝3,795,000 

◆研修レポート作成費：150,000×7 サイト＝1,050,000 

◆通信費：20000×19 ヶ月間＝380,000 

C サイト（組織強化） 

◆アニメーター（フォローアップ 1 名）日当：40,000×40 日

＝1,600,000 

◆アニメーター（社会経済専門 1名）： 

日当：40,000×40 日＝1,600,000 

◆アニメーター（フォローアップ１名）宿泊費：30,000×39

泊×2名＝2,340,000 

◆フォローアップレポート作成費：50,000×20 回＝1,000,000 

小計  49,350,000

 (通貨 FCFA) 

別紙１-1 
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・邦人コンサルタント 

 

邦人コンサルタント配置計画 

邦人コンサルタント 

現地活動 年月 

2010 年 

9 月 

 

 

2011 年 

4 月 

   2012 年 

2 月 

3 月 

＜配置時期＞ <1.5MM>  <0.75MM>    <0.75MM>  

＜活動内容＞         

①全体計画の確認         

②現地コンサル選定         

③活動準備、開始         

④ローカルコンサル管理         

⑤活動報告         

⑥サイト状況確認         

⑦フォローアップ計画の策定         

⑧フォローアップ活動開始         

⑨ローカルコンサル管理         

⑩活動報告         

⑪サイト状況確認         

⑫最終報告書作成         

 

なお、邦人コンサルタントについては、格付けを 4号とし、全体で 3回の渡航を想定している。 

 

邦人コンサルタント経費 内訳 

内訳 内訳 計 

◆旅費日当宿泊 

 

 

 

 

 

1 回目日当：3,800×（30+0.9×15）＝165,300  

1 回目宿泊：11,600×(30＋0.9×11)＝462,840  

2 回目日当：3,800×23＝87,400  

2 回目宿泊：11,600×19 ＝220,400 

3 回目日当：3,800×22＝83,600  

3 回目宿泊：11,600×18＝208800 

航空費：1,295,100×3＝3,885,300  

国内旅費：1,970×3＝5,910 

5,119,550 円 

 

 

 

 

 

◆コンサルタント経費 直接人件費 

1 回目：626,000×1.5＝939,000 

2 回目：626,000×0.75＝469,500 

3 回目：626,000×0.75＝469,500 

諸経費（直接人件費×90％） 

1 回目：939,000×0.9＝845,100 

2 回目：469,500×0.9＝422,550 

3 回目：469,500×0.9＝422,550 

技術経費（（直接人件費＋諸経費）×20%） 

1 回目：(939,000＋845,100)×0.2＝356, 

820 

2 回目:(469,500＋422,500)×0.2＝178,410 

3 回目:(469,500＋422,500)×0.2＝178,410 

4,281840 円 

合計 9,401,390 円 

別紙１-2 



  

 
優先

順位 
サイト名 整備タイプ 

ASUFOR
活動評価

ASUFOR 

啓蒙普及必要日数 
留意点（追加フォローアップ日数） 

衛星村拡張サイト啓蒙普及（総

会追加日数） 

追加

日数 

1 GOUDIRY ③+衛星村落あり B フォローアップ(2 回)   
衛星村拡張（6 村）（啓蒙普及拡

張村分 3 日追加） 
3 

2 
SINTHIOU 

MALEME 
③+衛星村落あり B 広報、総会、フォローアップ(3 回) 

運営上の問題（青年組織による運営強化中）と住民の水

利用環境（浅井戸の存在）（追加フォローアップ２日）    

衛星村拡張（7 村）（啓蒙普及拡

張村分 4 日追加） 
6 

3 
DAROU 

NDIAWENE 
② A フォローアップ(2 回) 

      

4 DIAGLE SINE ② B 広報、総会、フォローアップ(2 回) 
      

5 MAKA ③+衛星村落あり B 広報、総会、フォローアップ(3 回) 
ASUFOR の運営管理能力と宗教指導者一族の

影響大（追加フォローアップ 1 日）   

衛星村拡張（4 村）（啓蒙普及拡

張村分 2 日追加） 

3 

6 COLIBANTANG ② C 
広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回）       

7 
MERETO ③ A フォローアップ(2 回) 

      

8 AOURE ③+衛星村落あり C 
広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回） 
  

衛星村拡張（1 村）（啓蒙普及拡

張村分１日追加） 
1 

9 KOUMPENTOUM ③+衛星村落あり C 
広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回） 
  

衛星村拡張（5 村）（啓蒙普及拡

張村分 3 日追加） 
3 

10 TAIBA NDIAYE ③ A フォローアップ(2 回) 
      

11 
HAMDALLAYE 

TESSAN 
③+衛星村落あり C 

広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回） 
  

衛星村拡張（4 村）（啓蒙普及拡

張村分 2 日追加） 
2 

12 GOUMBAYEL ③+衛星村落あり A フォローアップ(2 回)   
衛星村拡張（2 村）（啓蒙普及拡

張村分 1 日追加） 
1 

13 FASS GOUNASS ② C 
広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回） 

宗教指導者が権力を持つ（追加フォローアップ 1

日）     
1 

14 
DAROU SALAM 

SINE II 
② B 広報、総会、フォローアップ(2 回) 

      

15 
MBAYEGNE 

THIASDE 
② B 広報、総会、フォローアップ(3 回) 

住民（民族）間の問題が運営にも影響か（追加

フォローアップ 1 日）     
1 

16 BIDIANKOTO ③+衛星村落あり C 
広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回） 
  

衛星村拡張（1 村）（啓蒙普及拡

張村分１日追加） 
1 

17 DOUNDE ③+衛星村落あり C 
広報、総会（2 回）、ASUFOR 設立研修（4 日間）＋フォ

ローアップ（2 回） 
  

衛星村拡張（3 村）（啓蒙普及拡

張村分 2 日追加） 
2 

18 DIAM DIAM ③+衛星村落あり B 広報、総会、フォローアップ(2 回)   
衛星村拡張（5 村）（啓蒙普及拡

張村分 3 日追加） 
3 

19 MISSIRAH ③ B 広報、総会、フォローアップ(3 回)、オペレータ研修 
施設の不具合（配水不十分な地域がある）が運営に影響

を与えた（追加フォローアップ 1 日）     
1 

 

 別
紙

2
別

紙
－

2
 
各
サ

イ
ト

に
お

け
る

ソ
フ

コ
ン

概
要

 

A
-103 



 

資料７ 参考資料／入手資料リスト 



 
資

料
7 

参
考

資
料

／
入

手
資

料
リ

ス
ト

 
調

査
名

セ
ネ

ガ
ル

国
タ

ン
バ

ク
ン

ダ
州

給
水

施
設

整
備

計
画

基
本

設
計

調
査

 
 

 番
号

 
名

 
 

 
称

 

形
態

 
図

書
・

ﾋ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｵ

地
図

・
写

真

等
 

ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
･
ｺ

ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行

機
関

 
発

行
年

 

1 
対

象
サ

イ
ト

井
戸

建
設

時
報

告
書

 
（

井
戸

柱
状

図
、

揚
水

試
験

結
果

）
 

 

報
告

書
 

コ
ピ

ー
井

戸
建

設
業

者
 

－
 

2 
Ta

ib
a 

N
di

ay
e周

辺
サ

イ
ト

井
戸

建
設

時
報

告
書

 
M

bo
ro

, M
eo

ua
ne

, T
ai

ba
-S

in
th

ie
s,

 
（

井
戸

柱
状

図
、

揚
水

試
験

結
果

）
 

報
告

書
 

コ
ピ

ー
井

戸
建

設
業

者
 

－
 

3 
R

ap
po

rt 
fin

al
 V

ol
um

e 
III

 c
on

ce
rn

an
t 

le
s 

tra
va

ux
 d

es
 1

83
 p

ui
ts

 c
im

en
te

s,
P

ro
gr

am
m

e 
C

E
A

O
 I

I 
d'

hy
dr

au
liq

ue
 v

ill
ag

eo
is

e 
et

 p
as

to
ra

le
 a

u 
se

ne
ga

l t
ou

te
s

re
gi

on
s 

sa
uf

 d
ak

ar
（

浅
井

戸
建

設
デ

ー
タ

、
井

戸
柱

状
図

、
揚

水
試

験
結

果
）

 
報

告
書

 
コ

ピ
ー

G
ro

up
em

en
t S

O
N

E
D

-
A

FR
IQ

U
E

 / 
IN

C
O

-E
N

G
 

19
99

 

4 
R

ap
po

rt 
su

iv
i p

ié
zo

 ju
ill

et
20

06
 （

観
測

井
戸

測
定

結
果

）
 

報
告

書
 

コ
ピ

ー
D

G
P

R
E

 
20

06
 

5 
B

id
ia

nc
ot

o井
戸

改
修

経
緯

報
告

書
 （

改
修

作
業

内
容

）
 

報
告

書
 

コ
ピ

ー
P

E
P

TA
C

2 
20

08
 

6 
R

ap
po

rt 
fin

al
 V

ol
um

e 
III

 c
on

ce
rn

an
t 

le
s 

tra
va

ux
 d

es
 1

86
 p

ui
ts

 c
im

en
te

s,
P

ro
gr

am
m

e 
C

E
A

O
 I

I 
d'

hy
dr

au
liq

ue
 v

ill
ag

eo
is

e 
et

 p
as

to
ra

le
 a

u 
se

ne
ga

l t
ou

te
s

re
gi

on
s 

sa
uf

 d
ak

ar
 

カ
タ

ロ
グ

 
コ

ピ
ー

S
O

TI
C

I 
20

09
 

7 
Ta

bl
w

au
 re

ca
pi

tu
la

tif
 p

ar
 ti

tre
, c

ha
pi

tre
, a

rti
cl

e,
 p

ar
ag

ra
ph

i e
t l

ig
ne

 
20

07
, 2

00
8 

（
地

方
水

理
局

予
算

概
要

）
 

予
算

書
 

コ
ピ

ー
－

 
20

07
 

20
08

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 A-104



番
号

 
名

 
 

 
称

 

形
態

 
図

書
・

ﾋ
ﾞ
ﾃ
ﾞ

ｵ
 

真

ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
･
ｺ

ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行

機
関

 
発

行
年

 

8 
S

itu
at

io
n 

à 
fin

 2
00

6 
de

s 
po

in
ts

 d
’a

cc
ès

 à
 l’

ea
u 

po
ta

bl
e 

lo
ca

lit
é 

da
ns

 c
om

m
un

au
té

ru
ra

l 
図

書
 

P
D

F 
D

E
M

 
20

06
 

9 
A

N
N

U
A

IR
E
 

S
TA

R
TI

S
TI

Q
U

E
 2

00
6 

図
書

 
P

D
F 

LE
 M

IN
IS

TE
R

E
 D

E
 L

A
 

S
A

N
TE

 E
T 

 D
E

 L
A

 
P

R
E

V
E

N
TI

O
N

 M
A

D
IC

A
L 

20
07

 

10
 

E
nq

uê
te

 s
ur

 l'
in

ci
de

nc
e 

de
 l'

as
sa

in
is

se
m

en
t 

図
書

 
P

D
F 

B
R

IG
A

D
E

 R
E

G
IO

N
A

LE
 

D
E

 L
'H

Y
G

IE
N

E
 

D
E

 T
A

M
B

A
C

O
U

N
D

A
 

19
98

 

 

A-105



 

資料８ その他の資料・情報 



 A-106

資料 8(1) 社会条件調査再委託調査結果 

 

社会条件調査では、自然条件調査結果と併せ、サイト毎に事業の必要性、妥当性、持続性の検討（対

象 41 サイトに対する優先順位付け）に資する情報を収集および整理すると同時に、社会条件調査で得ら

れた結果をプロジェクト効果測定のためのベースラインデータ、さらにはソフトコンポーネント計画策定の

ための資料として活用することとした。 

 

１）調査目的 

社会条件調査は本基本設計調査を行う上で、プロジェクトサイトにおける住民の意識、生活環境、人口

などの社会条件を的確に把握するために実施する。これにより対象施設に求められる適切な機能や規模

を決定し、設計、施工計画、積算に反映する。また、プロジェクト効果測定に必要なベースラインデータお

よび運営維持管理計画の検討に必要なデータの把握を行う。 

 

２）調査対象 

各サイトの中心村落（51 村）村長、ASUFOR（または水管理委員会）から各 1 名、中心村落住民 5 名～25

名（村落の人口規模により決定） 

 

２）調査手法 

ローカルコンサルタントの調査員 3 名（男女混合）が、村落共同体、村長、ASUFOR（又は水管理委員

会）、住民等に対してインタビュー形式の面接調査を行った。 

上記質問対象者毎に質問票を作成し、調査を行った。質問内容に応じて、個別アンケートとフォーカス

グループディスカッションの手法を採った。 

なお、本調査実施に先立ち、ローカルコンサルタントの調査員へのオリエンテーションを兼ねて

Hamdallaye Tessan で邦人コンサルタント主導によるテスト調査を行った。 

 

３）調査内容 

・住民意識、給水ニーズ、水利用実態、給水施設の状況、現在利用している水の水質、衛生状況等、効

果測定に必要なベースラインデータの収集 

・人口動態、社会経済状況（村民所得）、既存施設の利用状況、水料金支払い意思、運営維持管理計画

の検討に必要なデータの把握 

・村へのアクセス状況（掘削リグのアクセス可否）の把握、GPS による村の緯度・経度の測定 

 

４）調査実施時期：6 月 14 日～6 月 29 日 

 

５）質問票 

A-107 から A-114 を参照。 

 

６）社会条件調査結果 

A115 から A137 を参照。 
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社会条件調査質問票 

調査日： 調査員名： 

村落名： 郡 県 州 

座標：北緯 西経 

回答者氏名： （地位・役職） 

 
Ａ1.アクセス状況と民族構成 

1-1 州都からの距離                            ｋｍ 
    雨季の状態（建設用車両の走行の可能性）       ☐走行可能  ☐不可能 

村落までの道幅：☐十分広い   ☐狭い箇所がある   ☐非常に狭い 
路面の状況：                                

  1-2 村の民族構成  
☐ウォロフ（  ％） ☐プール（  ％） ☐セレール（  ％） ☐他（  ％） 

 
Ａ２.給水ニーズと村の経済状況 
 2-1 給水施設のニーズ：☐必要性が高い  ☐季節によっては必要  ☐必要ない 

理由（                     ） 
2-2 現存の給水施設以外の通年水が得られる他の水源の有無     ☐ある ☐ない 

ある場合の水源と村からの距離： 
☐川（距離      ｋｍ） ☐湖沼、池（距離      ｋｍ） 
☐その他（     距離      ｋｍ） 

2-3 近年の人口推移    ☐増加傾向 ☐変わらない ☐減少傾向 
2-4 村落住民の平均年収                      FCFA/世帯/年 
2-5 出稼ぎ者の有無：（季節労働含む）  家族の中に出稼ぎ者がいる世帯      ％ 

主な地域 ： ☐国内の都市   ％ ☐他のアフリカの国    ％ ☐欧米   ％ 
 2-6 村の家畜の頭数：牛  頭、羊  頭、山羊  頭、ロバ  頭、馬   頭、    

ラクダ  頭 
2-7 学校、行政機関事務所、市場、医療施設の有無 
幼稚園：ある   校、なし 
小学校：ある   校、なし 
中学校：ある   校、なし 
行政機関事務所：ある（種類          ）、なし 
市場：ある、なし 
医療施設：ある（種類         ）、なし 
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Ａ3.水利用者委員会の意思 
3-1 水管理委員会または ASUFOR の有無  ☐ある（☐水管理委員会、☐ASUFOR） 

☐ない 
ある場合：給水施設の数と委員会の数を確認              給水施設の数       箇所 
ない場合：理由（                               ） 

   水管理委員会を設立したいか            ☐したい ☐したくない 
   理由（                                  ） 
＊以下は水管理委員会がない場合、村長に対する質問とする（水管理委員会がある場合は、

調査票Ｂ、Ｃを用いて委員会に対して聞き取りを行う）。 
Ａ4.現存施設の利用 
4-1 給水施設の種類、数量                             ☐種類：         

☐数量：         
4-2 給水施設毎の裨益人口                           人 

4-3 何村で利用しているか（井戸毎に回答）                   カ村 

4-4 施設利用者民族構成 （井戸毎に回答）                                  

☐ウォロフ（  ％） ☐プル（  ％） ☐セレール（  ％） ☐他（  ％） 
4-5 民族間トラブルの有無                    ☐ある ☐なし 

ある場合（どのような                          ） 
4-6 施設が使用できない場合どのように水を確保しているか。                           

一番近い水場までの距離：   km 
 
Ａ5.現存施設について 
5-1 給水施設設種類と設置年                                 年   月 
5-2 給水施設の状況   ☐良好 ☐水量の低下 ☐施設の故障（破損）（頻度   回） 
            ☐故障中 
5-3 利用目的：         ☐生活用 ☐かんがい用 ☐家畜の飲み水 ☐その他 
5-4 どの組織の支援によるものか   ☐住民、☐政府、☐NGO、☐外国 ODA、☐その他 
 
Ａ6.施設の維持管理 
6-1 現在の不具合はいつ以来か                    年    月 
6-2 不具合の原因は何か（                      ）□判らない 
6-3 修理を試みたか：                  □試みた □試みていない 
6-4 修理されていない場合、その理由は何か

（                                      ） 
6-5 誰が修理費を負担しているか： 住民、出稼ぎ者、外部からの支援（         ） 
6-6 修理部品はどこで手に入るか：場所：     （距離     ｋｍ）□知らない 
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6-7 修理に関する相談をどこにすればいいか知っているか： 
部署       （村から     ｋｍ）  ☐知らない 

6-8 水利用料金を徴収していますか                ☐はい ☐いいえ 
はいの場合：                   ☐量当たり（  Ｌ）    FCFA  

☐月額の場合      FCFA／月 
6-9 毎月平均何世帯分が集金できているか                  世帯分 

水利用料金を徴収していない（できていない）理由： 
6-10 施設の管理基金の有無                                    ☐ ある ☐ない 

ある場合、可能積立月額                        FCFA/月 
6-11 どのように管理しているか   ☐金融機関に預金 ☐村で保管 ☐その他（   ） 
6-12 維持管理研修の有無                ☐参加経験あり ☐経験なし 
6-13 近くのＣＲで維持管理研修等が実施された場合、交通費、食費を負担しても参加する

意志があるか                        ☐ある ☐ない 
 
A7 給水施設に関する要望 
給水施設に対する要望は次のどれか ☐改修  ☐拡張  ☐改修と拡張の両方 
 具体的内容とその理由（                           



調査票 B 
水管理委員会用（レベル２） 
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社会条件調査質問票 

調査日： 調査員名： 

村落名： 郡 県 州 

座標：北緯 西経 

回答者氏名： （地位・役職） 

B1.給水施設の裨益人口 

1-1 給水施設を利用する衛星村落数                                   村 

1-2 給水施設の裨益人口、世帯数                 人口：     人、世帯：    世帯 

1-3 給水施設が整備されてから人裨益人口は増えていますか。  

☐増えている   ☐不変  ☐減っている 

 

B2.既存給水施設（井戸）の状況 

2-1 給水施設の設置年                                             年   月  

2-2 村内の共同水栓の数                                          基 

2-3 各戸給水世帯数                                           世帯 
2-4 給水施設の水使用料金収入の割合 
共同水栓:     %  各戸給水 :       %  給水栓:       %  家畜、家禽の水飲み

場:     % 野菜栽培 :         %  養鶏:       %  公共施設         %  その他 :      

2-5 現在の一日あたりの揚水量はどれくらいですか                         m³/日 

2-6 量水器の有無                                           ☐ある   ☐ない 
-ある場合  種類         個数            

2-7 現在の水の状況は設置当初と比べてどのような変化がありますか。 

 

 

 

 

 

 

2-8 給水施設の状況   ☐良好 ☐水量の低下 ☐施設の故障（破損）（頻度     ） 
            ☐故障中 
2-9 水位は安定しているか。（オペレーターへの質問）   ☐安定している。  ☐安定していない 

2-10 現在抱えている不具合はいつ以来ですか。                      年   月以来 

量 ある なし 具体的に記述 

味 ある なし  

におい ある なし  

色 ある なし  



調査票 B 
水管理委員会用（レベル２） 
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2-11 不具合の原因は何ですか。                              

2-12 修理されていない場合、その理由は何ですか。 

2-13 施設が使用できない場合どのように水を確保しているか                             
一番近い水場までの距離：   km 

2-14 どの組織によるものか。   ☐住民、☐政府、☐NGO、☐外国 ODA、☐その他 
 
B3.給水施設の管理体制（故障前の状況を確認する） 

3-1 どのような組織体制で給水施設の維持管理を行っているか 

   ASUFOR 、水管理委員会、 その他（                                   ） 

3-2 その組織設立年                                         年   月 

3-3 会議は開催されていますか。                            ☐はい ☐いいえ  

はいの場合、会議の種類と開催頻度：      会議の種類                            

                           回/年 

3-4 運用記録(bilan de compte)は作成状況                作成頻度：      回/年 

3-5 DEM へ定期報告していますか。     ☐はい（頻度  回/年）    ☐いいえ   

3-6 水料金の徴収方法はどうなっていますか。 

☐従量制（          FCFA/      ） ☐定額制（          FCFA/      ） ☐徴収せず 

3-7 積立金の管理方法（場所）     □村落内で保管 □金融機関口座  □その他（   ） 

3-8 金融機関の場合の口座開設日と金融機関名及び口座名義を教えてください。 

口座開設日：     年   月   日 

金融機関名： 

口座名義： 

3-9 集金した現金の金融機関への預け入れは定期的に行っているか。      ☐はい ☐いいえ 

3-10 現在の積立残高を教えてもらえますか。  

預金高           FCFA、 手持ちの現金           FCFA 

3-11 水利用量の集金率は何%ですか。                                  % 

3-12 単位水量あたりの水料金は，給水施設の維持管理を保証するのに妥当な価格設定となって

いますか 

                                           ☐はい   ☐いいえ 

3-13 水利施設及び給水栓は清潔に保つためにどのような努力をしていますか。  

                                                              

3-14 修理にあたって費用が不足している場合、どのように捻出していますか。 

                                                              

 

B4.水料金の支払い意思や限度額 

4-1 住民の水料金支払いに対する意識は高いと思われますか 



調査票 B 
水管理委員会用（レベル２） 
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   ☐高い □やや高い □低い 

4-2 料金値上げの必要が生じた場合、いくらまでなら徴収可能と考えますか              FCFA 

 

B5 給水施設に関する要望 
給水施設に対する要望は次のどれか ☐改修  ☐拡張  ☐改修と拡張の両方 
 具体的内容とその理由（                            ） 
 



 

 A-113

社会条件調査質問票 

調査日： 調査員名： 

村落名： 郡 県 州 

座標：北緯 西経 

回答者氏名： （地位・役職） 

 

C1.世帯人数（食事をともにしている家族）                                人 

C2.経済状況 

2-1 平均年収/世帯                                           FCFA／年 
水支出（世帯/家族）                                                  FCFA／月 

2-2 収入源：  □農林業  漁業  □出稼ぎ  □商売  □家畜・牧畜 □その他 
C3.住民意識 
3-1 水管理のための組織（水管理委員会または ASUFOR）はありますか。☐ある ☐ない 

その組織はあった方がいいと思いますか。  ☐あった方が良い☐なくても良い 
その理由（                              ） 

3-2 施設維持管理のため水料金を支払っていますか。 ☐支払っている  ☐支払っていない 

  支払っていない場合、理由（                         ） 

支払っている場合：もし、水道料金が値上げされた場合の支払い可能額はいくらです 
（20Ｌの場合（従量制）    FCFA、月額の場合          FCFA ） 

支払わない場合：理由（                            ） 
 

C4.水利用実態 
4-1 日当たりどのくらい水を使用しますか 
          Ｌ/日/人 （飲用      Ｌ/日/人、調理用水   Ｌ/日/人） 
4-2 水汲みの担当者   □女性 □女児 □男児 □男性 ＊女児、男児は 10 歳以下 
4-3 現在の水場への距離と時間：    ㎞、     分・時間 
4-4 満足度 

給水施設が修理されれば、あなたの生活にどのようなメリットがありますか。 
                                         

4-5 給水施設、水源の水の量に満足していますか         ☐はい  ☐いいえ 
 
C5.衛生状況 
5-1 下痢の頻度の多い人：□子供 □女性 □男性 □老人 
  ‐下痢の頻度：□あり（月に  回程度）  □なし 



 

 A-114

‐家族内で皮膚病に罹っている人の有無  □あり  □なし 
‐給水施設に不具合が生じる以前と比べて下痢の頻度、皮膚病に罹る人数はどうです

か。☐増えた ☐変わらない ☐減った 
5-2 水の処理：飲み水はどのように処理していますか。 
  ☐何もしない ☐フィルター ☐塩素殺菌 ☐煮沸 ☐その他 
5-3 家庭のトイレはありますか。ある場合は種類。           ☐ある ☐ない  
‐種類：☐水洗 ☐汲み取り式 ☐改良型 ☐ その他                 

5-4 水が十分ない場合、トイレの後は手を洗いますか。                

☐いつも洗う ☐時々洗う ☐洗わない 
5-5 現在のシャワーの回数（家族平均） 
   □毎日２回以上 □１日１回 □３日に 2 回 □３日に１回 
 ‐給水施設が良好だった時と比べて回数はどうか。☐減った ☐変わらない ☐増えた。 
 ‐現在シャワー用の水はどこから汲んでいますか。☐飲み水とおなじ給水施設 
                        ☐別の水源（          ） 
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資料 8(2) 給水施設状況再委託調査結果 

 
本調査は、基本設計調査を行う上で必要な精度を確保するため、プロジェクトサイトにお

ける既存給水施設の現況を的確に把握するものであり、タンバクンダ州、ティエス州、ル

ガ州の 36 ヵ村が再委託の給水施設状況調査の対象サイトとして選定された。調査内容は以

下の通りである。 
 

・ 全体状況 
・ 水源（ポンプ、駆動施設[商用電源、発電機、エンジン]、配管とその付帯機器[圧力計、

除砂器、空気弁、逆止弁など]） 
・ 高架水槽（漏水状況、配管状況、汚れの度合い、コンクリート圧縮強度） 
・ 機械室、管理人室（屋根、窓、戸、壁などの状況） 
・ 配水管（配管口径、材質、長さ、漏水状況） 
・ 公共水栓、家畜水飲場、車両給水所（水栓状況、量水器、コンクリート状況、バルブボッ

クス蓋） 
・ 運営維持管理費、料金徴収（歳入） 
・ 各施設の改修の必要性とその方法・内容（取り壊し、改修必要なしもその旨記載する） 
・ 拡張工事の概略内容・数量（公共水栓･家畜水飲場･車両給水所新設、配管延長） 

 
調査結果の概要は A-139 から A-152 を参照。 
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0 
交
換
、
施
設
要
改
修

 
配
管
網

 
稼
働
、

 状
態
良
好
、
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
蓋
交
換
、
浚
渫

 
ポ
ン
プ
室

 
状
態
良
好
、
屋
根
劣
化
・
扉
の
錠
前
交
換
、
塗
装
再
実
施

 
警
備
員
室

. 
要
改
修

 
便
所

 
施
設
状
態
良
好
、
水
栓
類
・
間
仕
切
り

50
x6

0・
再
塗
装
、
錠
前
建
具
交
換

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
状
態
良
好
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
支
柱
設
置
、
門
柱
金
網
再
設
置

 
公
共
水
栓

 
水
栓

5
つ
交
換
、
１
つ
の
み
稼
働
、
排
水
溝

 設
置

 
家
畜
水
飲
場

 
稼
働
、
排
水
設
備
設
置
、
排
水

溝
設
置
、
フ
ロ
ー
ト
弁
設
置
、
ト
ラ
ッ
プ
設
置
、
施
設
要
改
修

 

8 
S

A
M

 
G

U
E

Y
E

N
E

 

車
輌
給
水
所

 
稼
働
、
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
蓋
の

敷
石
再
設
置

 
9 

G
A

LL
E

 
深
井
戸

 
深
井
戸
故
障
、
人
口
増
加
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(4

/1
4)

 

揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
故
障
、
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
劣
化
（

1
年
に

3
回
の
割
合
）

 : 
交
換
、
深
井
戸
ボ
ッ
ク
ス
要
改
修

 
高
架
水
槽

 
施
設
全
体
の
防
水
・
交
換
、
水
槽
の
漏
水
が
重
大
、
配
水
バ
ル
ブ
交
換
、
錠
前
・
扉
交
換

 
配
管
網

 
配
管
網
が
非
常
に
短
い
、
配
水
網
の
高
密
化
が
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
劣
化
し
た
屋
根
の
交
換
、
錠
前

 建
具
交
換

 
警
備
員
室

. 
劣
化
し
た
屋
根
の
交
換
、
錠
前

 建
具
交
換

 
便
所

 
劣
化
し
た
屋
根
の
交
換
、
錠
前

 建
具

 交
換
、

 配
管
と
ト
イ
レ
交
換

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
改
修

 
公
共
水
栓

 
6
栓
の
唯
一
の
公
共
水
栓
の
バ
ル
ブ

 Ø
 2

0 
/ 2

7、
ボ
ッ
ク
ス
と
浸
透
枡
要
改
修

  
家
畜
水
飲
場

 
フ
ロ
ー
ト
弁
箱
蓋
交
換

 
車
輌
給
水
所

 
バ
ル
ブ

 Ø
 5

0 
/ 6

0 
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
浚
渫
、
ホ
ー
ス
交
換

 
深
井
戸

 
稼
働
、
揚
水
量
少
な
い

 

揚
水
設
備

 
稼
働
、
ポ
ン
プ
水
量
少
な
い
、
圧
力
計

、
弁
、
空
気
弁

、
メ
ー
タ
ー

 と
バ
ル
ブ
を
送
水
管
部
に
設
置
、
送

水
ラ
イ
ン
の
径
の
統
一
化
（

D
N

 1
00

）
、
発
電
機
制
御
盤
交
換
、
排
出
部
補
完

 
高
架
水
槽

 
施
設
稼
働
、
要
改
修
、
建
具
配
管
交
換
、
水
槽
内
部
梯
子
交
換
、
水
位
計
交
換
、
避
雷
針
交
換

  
配
管
網

 
配
管
網
漏
水
多
い
、
要
改
修

 

ポ
ン
プ
室

 
施
設
稼
働
、
要
改
修
、
建
具
、
電
気
配
線
、
塗
装
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換
、
モ
ー
タ
ー
が
台
座
の
上
に

設
置
さ
れ
て
い
な
い

 
警
備
員
室

. 
施
設
稼
働
、
建
具
、
電
気
、
配
管
（
便
所
、
天
井
板
、
屋
根
）
交
換
、
木
製
建
具
再
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
劣
化
フ
ェ
ン
ス
を
総
取
替
え

 
公
共
水
栓

 
施
設
劣
化
、
メ
ー
タ
ー
と
と
も
に
全
て
交
換

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
漏
水
あ
り
、
全
長

に
膨
張
ジ
ョ
イ
ン
ト
無
し
、
再
設
置

 

10
 

KO
U

M
PE

N
TO

U
M

 

車
輌
給
水
所

 
施
設
非
常
に
劣
化
、
要
改
修

 
深
井
戸

 
深
井
戸
停
止
、
ポ
ン
プ
故
障

 
揚
水
設
備

 
深
井
戸
機
材
交
換
、
ポ
ン
プ
劣
化
、
発
電
機
オ
イ
ル
漏
れ
、
モ
ー
タ
ー
故
障

 

高
架
水
槽

 
状
態
中
程
度
良
好
、
漏
水
多
く
要
改
修
、
バ
ル
ブ
交
換

 (
配
水
バ
ル
ブ

 Ø
 1

50
 ;送

水
バ
ル
ブ

 Ø
 8

0 
; 
バ

イ
パ
ス

Ø
 8

0 
; 
排
水
バ
ル
ブ

Ø
 8

0)
 、

水
位
計
ケ
ー
ブ
ル
交
換
、
避
雷
針
無
し

 
配
管
網

 
特
筆
事
項
無
し
、
バ
ル
ブ
部
分
で
の
漏
水
の
み

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
良
好
、
塗
装
と
軽
度
の
亀
裂
の
修
理
、
排
気
管
の
延
長

 
警
備
員
室

. 
施
設
状
態
良
好
、
塗
装
と
軽
度
の
亀
裂
の
修
理
、
錠
前
交
換

 
便
所

 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換
、
錠
前
建
具
交
換
、
配
管
と
蛇
口
交
換
、
便
所
で
水
圧
不
足

 
フ
ェ
ン
ス

 
錠
前

 交
換

 
公
共
水
栓

 
バ
ル
ブ

Ø
 2

0 
/ 2

7
全
て
交
換
、
蛇
口
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
と
浸
透
枡
の
浚
渫

 

11
 

D
IA

G
LE

 S
IN

E
 

家
畜
水
飲
場

 
需
要
大
、
家
畜
水
飲
場
数
の
増

加
、
敷
石
周
囲
の
蛇
籠
設
置
、
バ
ル
ブ

 Ø
 6

0 
交
換
、
フ
ロ
ー
ト
弁

 Ø
 6

0 
交
換
、
排
水
バ
ル
ブ

Ø
 6

0 
交
換

 

A-142



給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(5

/1
4)

 

車
輌
給
水
所

 
停
止
弁
交
換
、
蛇
口
メ
ー
タ
ー

交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
の
浚
渫

 
深
井
戸

 
深
井
戸
稼
働
、
逆
止
弁
と
メ
ー
タ
ー
交
換

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ

 状
態
良
好
、
発
電
機
状
態
良
好
、
モ
ー
タ
ー
要
改
修

 
高
架
水
槽

 
施
設
状
態
良
好
、
避
雷
針
設
置
、
配
水
バ
ル
ブ

D
N

 1
50

交
換

 
配
管
網

 
稼
働
、
延
長
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
良
好
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
と
錠
前
交
換

 
警
備
員
室

. 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換
、
錠
前
交
換
、
配
管
と
衛
生
施
設
再
設
置
、
施
設
要
改
修

  
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
稼
働
状
態
良
好
、
門
柱
交
換

 
公
共
水
栓

 
稼
働
、
蛇
口
交
換
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
再
設
置
、
浸
透
枡
周
囲
盛
土
、
施
設
要
改
修

 
家
畜
水
飲
場

 
稼
働
し
て
い
る
が
漏
水
あ
り
、
防
水
再
実
施
、
停
止
弁

2
個
・
フ
ロ
ー
ト
弁
の
設
置
、
排
水
バ
ル
ブ
交
換

 

12
 

K
E

U
R

 
D

A
O

U
D

A
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
、
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス

 ・
 ホ

ー
ス

 ・
 停

止
弁
設
置
、
浸
透
枡
浚
渫
、
施
設
周
囲
盛
土
、

 要
改

修
 

深
井
戸

 
深
井
戸
状
態
良
好
、
稼
働
、
水
に
濁
り
あ
り
、
ラ
イ
ザ
ー
パ
イ
プ
交
換

 
揚
水
設
備

 
設
備
稼
働
、
発
電
機
交
換
、
制
御
盤
の
調
整
、
流
量
計
の
交
換

 

高
架
水
槽

 
稼
働
、
状
態
良
好
、
防
水
再
実
施
、
水
位
計
要
改
修
、
配
水
管
劣
化
、
配
水
バ
ル
ブ
交
換
、
避
雷
針
設

置
、

要
改
修

 
配
管
網

 
稼
働
、
状
態
良
好
、
配
水
網
の
高
密
化
が
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
良
好
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換
、
再
塗
装

 
警
備
員
室

. 
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
・
配
管
・
衛
生
施
設
交
換
、
亀
裂
部
分
の
補
修
、
施
設
要
改
修

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
再
設
置
、
扉
開
閉
部
交
換

 

公
共
水
栓

 
稼
働
、
メ
イ
ン
管
改
修
、
ト
ラ
ッ
プ
交
換
、
蛇
口
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
の
浚
渫
、
排
水
溝
設

置
、

公
共
水
栓

4
基
新
規
設
置

 
家
畜
水
飲
場

 1
 

稼
働
、

2
つ
め
の
家
畜
水
飲
場

 (
古
い
方

)の
改
修
、

 メ
ー
タ
ー
と
バ
ル
ブ
交
換

 
家
畜
水
飲
場

 2
 

稼
働
、

 メ
ー
タ
ー
と
バ
ル
ブ

2
個
交
換
、
フ
ロ
ー
ト
弁
交
換
、
改
修

 

13
 

D
IA

M
 D

IA
M

 

車
輌
給
水
所

 
稼
働
、
状
態
良
好
、
浸
透
枡
詰

ま
り
浚
渫
、
ホ
ー
ス
交
換
、

 バ
ル
ブ

Ø
 6

0
と

Ø
 5

0
交
換
、
施
設
要
改

修
 

深
井
戸

 
深
井
戸
稼
働
せ
ず
、
深
井
戸
パ
イ
プ
劣
化
、
修
理
必
要

 
揚
水
設
備

 
揚
水
ポ
ン
プ
無
し
・
故
障
、
発
電
機
故
障
、
診
断
必
要
、
水
中
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
交
換
、
制
御
盤
再
設
置

 

高
架
水
槽

 
施
設
稼
働
せ
ず
停
止
中
、
配
水
用
鋳
鉄
バ
ル
ブ

Ø
 1

50
設
置
、
排
水
用
鋳
鉄
バ
ル
ブ

Ø
 8

0 
、
避
雷
針
設

置
、
施
設
要
改
修

 
配
管
網

 
25

0m
配
管
延
長
、

2
栓
式
公
共
水
栓

1
基
設
置

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
状
態
は
中
程
度
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
・
配
管
交
換
、
新
規
扉
設
置
、
再
塗
装

 

14
 

D
A

R
O

U
 

N
D

IA
W

E
N

E
 

フ
ェ
ン
ス

 
稼
働
、
門
柱
交
換
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(6

/1
4)

 

公
共
水
栓

 
公
共
水
栓
状
態
良
好
・
稼
働
、
タ
タ
キ
部
分
を
安
定
さ
せ
浸
食
を
防
ぐ
た
め
の
止
水
溝
の
設
置
、
複
数
の

公
共
水
栓
の
蛇
口
交
換
、
改
修

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
送
水
バ
ル
ブ

1
個

交
換
、
タ
タ
キ
部
分
を
安
定
さ
せ
る
止
水
溝
設
置
、
排
水
管
の
浚
渫

 
車
輌
給
水
所

 
稼
働
、
ホ
ー
ス
設
置
、
鋳
鉄
バ

ル
ブ

2
個
交
換
、
浸
透
枡
と
排
水
管
の
浚
渫

 
深
井
戸

 
深
井
戸
が

20
08

年
よ
り
停
止
中
だ
が
機
能
す
る

 

揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
良
好
、
モ
ー
タ
ー
故
障
で
メ
ン
テ
中
、
警
報
器
稼
働
、
送
水
ラ
イ
ン
・
高
架
水
槽
・
制
御
盤

要
改
修

 

高
架
水
槽

 
施
設
停
止
中
、
配
水
バ
ル
ブ
（

D
N

 1
25

）
2
個
設
置
、
避
雷
針
設
置
、
配
水
管
（

D
N

 1
25

）
交
換
、
バ

ル
ブ
（

10
0）

設
置

 
配
管
網

 
配
管
網
状
態
良
好
、
サ
ー
ビ
ス
停
止
、
高
密
化
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
・

 排
気
管
交
換
、
扉
錠
前
交
換

  
警
備
員
室

. 
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換
、
配
管
と
衛
生
施
設
交
換
、
扉
錠
前
設
置

 

便
所

 
施
設
要
改
修
、
窓

2
箇
所
交
換
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
交
換
、
鉄
扉
交
換
、
配
管
劣
化
、
交
換
、
施
設
要

改
修

 
フ
ェ
ン
ス

 
非
常
に
短
い
扉
の
交
換
、
金
網
と
柱
の
固
定
強
化

 
公
共
水
栓

 
施
設
稼
働
せ
ず
、
蛇
口
交
換
・
マ
ン
ホ
ー
ル
・
浸
透
枡
の
浚
渫

 

家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
要
改
修
、
給
水
バ

ル
ブ
交
換
、
フ
ロ
ー
ト
弁
設
置
、
止
水
溝
設
置
、
ニ
ッ
チ
設
置
、
亀
裂
補

修
、
停
止
弁
・
メ
ー
タ
ー
交
換

、
排
水
浚
渫

 

15
 

D
A

R
O

U
 

S
A

LA
M

 S
IN

E
 II

車
輌
給
水
所

 
稼
働
、
柱
劣
化
、
施
設
取
替

 
深
井
戸

 
稼
働
、
送
水
ラ
イ
ン
変
更
：
圧
力
計
、
弁
、
メ
ー
タ
ー
、
深
井
戸
上
部
カ
バ
ー
要
交
換

 
揚
水
設
備

 
稼
働
、
モ
ー
タ
ー
と
発
電
機
の
劣
化
、
要
交
換
、
制
御
盤
と
サ
ン
ド
セ
パ
レ
ー
タ
ー
交
換

 

高
架
水
槽

 
施
設
サ
ー
ビ
ス
停
止
、
状
態
中
程
度
に
良
好
、
梯
子
設
置
、
バ
ル
ブ

 (
送
水
、
配
水
、
バ
イ
パ
ス

) 
要
改

修
、
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
再
設
置
、
水
位
計
要
交
換
、
避
雷
針
無
し

 
配
管
網

 
配
管
網
劣
化
、
漏
水
多
い

 

ポ
ン
プ
室

 
施
設
サ
ー
ビ
ス
停
止
、
状
態
中
程
度
に
良
好
、
要
改
修
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根

 要
交
換
、
窓

2
箇
所
要
交

換
、
扉
錠
前
要
交
換
、
排
気
管
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
屋
根
要
交
換
、
浸
透
枡
劣
化
要
交
換
、
配
管
再
設
置
、
扉
１
つ
交
換
、
錠
前
建
具
要
交
換
、
施
設
要
改
修

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
劣
化
、
要
交
換

 

公
共
水
栓

 
施
設
稼
働
せ
ず
、
要
改
修
、
バ
ル
ブ
要
交
換
、
蛇
口
要
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
要
交
換
、
ト
ラ
ッ
プ
要
交

換
、
公
共
水
栓
増
加
、
浸
透
枡
浚
渫

 

家
畜
水
飲
場

 1
 

施
設
稼
働
せ
ず
、
要
改
修
、
タ

タ
キ
周
囲
に
止
水
溝
設
置
、
給
水
バ
ル
ブ
劣
化
、
要
交
換
、
フ
ロ
ー
ト
バ

ル
ブ
設
置
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

設
置
、
ベ
ー
ル
の
亀
裂
改
修
、
排
水
管
要
交
換

 

家
畜
水
飲
場

 2
 

施
設
稼
働
せ
ず
、
要
改
修
、
タ

タ
キ
周
囲
に
止
水
溝
設
置
、
給
水
バ
ル
ブ
劣
化
、
要
交
換
、
フ
ー
ト
バ
ル

ブ
設
置
、
排
水
管
要
交
換

 

16
 

FA
S

S
 

G
O

U
N

A
S

S
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
せ
ず
、
状
態
中
庸
、

要
改
修
、
ホ
ー
ス
設
置
、
バ
ル
ブ

D
N

 6
0
と

浸
透
枡

1
基
設
置
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(7

/1
4)

 

深
井
戸

 
深
井
戸
稼
働
す
る
が
ポ
ン
プ
故
障
に
よ
り
停
止
中

  
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
劣
化
、
要
交
換
、
送
水
ラ
イ
ン
と
機
器
の
交
換
、
バ
ッ
テ
リ
ー
問
題
に
よ
り
発
電
機
停
止

 
地
上
型
水
槽

 
施
設
稼
働
せ
ず
、
タ
タ
キ
劣
化

、
亀
裂
、
施
設
撤
去
、
新
規
水
槽

1
基
設
置

  
配
管
網

 
施
設
無
し
、
設
置
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
稼
働
せ
ず
、
状
態
悪
い
、
施
設
要
改
修

 
警
備
員
室

. 
施
設
稼
働
、
状
態
悪
い
、
要
改
修

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
状
態
悪
い
、
や
り
直
し

 
公
共
水
栓

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
タ
タ
キ
周
囲
に
グ

ラ
ベ
ル
敷
設
、
配
管
と
接
続
部
品
要
交
換
、
浸
透
浚
渫
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M
A

LE
M

 B
A

 

車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
停

止
、
再
設
置

 
深
井
戸

 
深
井
戸
無
し
、
新
規
設
置
、
ポ
ン
プ
付
き
浅
井
戸
あ
り

 

揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
故
障
し
修
理
中
、
ポ
ン

プ
 要

交
換
、
発
電
機
状
態
良
好
、
バ
ッ
テ
リ
ー
問
題
あ
り
モ
ー
タ
ー
要
交

換
  

水
槽

 
施
設
稼
働
、
状
態
悪
い
、
要
交
換

  
配
管
網

 
配
管
網
無
し
、
高
密
化
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
悪
い
、
新
規
ポ
ン
プ
室
設
置

 
警
備
員
室

. 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
公
共
水
栓

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
2 

家
畜
水
飲

 
家
畜
水
飲
場

2
基
状
態
非
常
に

悪
い
、
施
設
要
交
換
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D
A

R
O

U
 

N
D

IA
Y

E
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
深
井
戸

 
稼
働
状
態
良
好

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
良
好
、
制
御
盤
・
電
線
再
設
置
、
発
電
機
要
改
修

 
水
槽

  
施
設
状
態
悪
い
、
亀
裂
と
漏
水
あ
り
、
廃
棄
し
、
新
規
高
架
水
槽
設
置

 
配
管
網

 
配
管
網
無
し
、
延
長
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
非
常
に
悪
い
、
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設

 荒
廃
が
激
し
い
、
要
交
換

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
状
態
悪
い
、
全
て
要
交
換

 
公
共
水
栓

 
施
設
無
し
、
設
置
必
要

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
状
態
悪
い
、
要
交
換
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K
O

U
TH

IA
 

G
A

ÏD
Y

 

車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
、
ホ
ー
ス
設
置
、
メ

ー
タ
ー
設
置
、
浸
食
対
策
タ
タ
キ
保
護
、
浸
透
枡
設
置

 
深
井
戸

 
深
井
戸
状
態
良
好
、
稼
働

 
M

IS
SI

R
A

H
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D
IA

LA
C

O
TO

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
良
好
、
モ
ー
タ
ー
問
題

 (
オ
イ
ル
漏
れ

) 
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(8

/1
4)

 

高
架
水
槽

 
水
槽
に
砂
蓄
積
：
配
管
浚
渫
、
水
位
計
要
交
換
、
バ
ル
ブ
（

Ø
50

、
Ø

10
0、

Ø
15

0）
要
交
換

 
地
上
型
水
槽

 
施
設
状
態
良
好
、
稼
働
、
水
位

計
無
し

 
配
管
網

 
状
態
良
好
、
稼
働
、
谷
部
横
断

Ø
 4

0 
劣
化

(K
ol

in
e
地
区
方
向

) ；
要
改
修

 
ポ
ン
プ
室

 
状
態
良
好
、
窓
要
改
修
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換

  
便
所

 
水
栓
装
置
と
蛇
口
を
要
交
換
、
蛇
口

 要
交
換
、
高
さ

60
m

m
の
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
板

2
枚
交
換

 
フ
ェ
ン
ス

 
状
態
良
好
、
門
柱
錠
前
要
交
換

 

公
共
水
栓

 
稼
働
、
蛇
口
要
交
換
、
バ
ル
ブ

6
個
交
換
、

K
ol

in
e
地
区
と

S
ou

ko
ut

o
地
区
方
向
の
配
管
に
空
気
弁

2
個
設
置

 
家
畜
水
飲
場

 
状
態
良
好
、
稼
働
、
メ
ー
タ
ー

要
交
換
、
バ
ル
ブ

Ø
 6

5 
1
個
要
交
換

 
車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
、
メ
ー
タ
ー
状
態
悪

い
、
要
交
換

 
深
井
戸

 
深
井
戸
稼
働

  
揚
水
設
備

 
稼
働
す
る
が
故
障
多
発
、
ポ
ン
プ
揚
水
量
非
常
に
少
な
い
、
漏
水
、
エ
ン
ジ
ン
の

2
筒
の
シ
リ
ン
ダ
劣
化

 
高
架
水
槽

 
稼
働
、
水
槽
防
水
再
実
施
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
バ
ル
ブ

Ø
 1

25
要
交
換
、
避
雷
針
設
置
、
水
位
計
設
置

 

地
上
型
水
槽

 
稼
働
、
防
水
全
て
や
り
直
し
、
屋
根
の
敷
石
塗
装
や
り
直
し
、
水
位
計
要
交
換
、
ト
ラ
ッ
プ
要
交
換
、

 排
水
バ
ル
ブ

 Ø
 1

00
 要

交
換
、
配
水
バ
ル
ブ

Ø
 9

0
要
交
換
、
新
規
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

Ø
 5

0/
60

設
置
、
配

管
要
改
修

 
配
管
網

 
稼
働
、
人
口
増
加
、
各
戸
水
栓
要
望
強
い
、
メ
イ
ン
管
漏
水
要
改
修
、
枝
管
シ
ス
テ
ム
の
改
修
（
無
秩
序

）
 

ポ
ン
プ
室
（
警
備
員

室
付
）

 
建
屋
要
改
修
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換
、
扉
錠
前
要
交
換

. 

ポ
ン
プ
室

2 
稼
働
、
深
井
戸
ボ
ッ
ク
ス
保
護
無
し
、
錠
前
要
交
換
、
敷
石
設
置

  
建
屋
 

(便
所

) 
状
態
良
好
、
水
栓
装
置
要
交
換
、
蛇
口
要
交
換
、
シ
ャ
ワ
ー
柱
要
交
換
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
状
態
良
好

  
公
共
水
栓

 
施
設
稼
働
、
蛇
口
類
要
交
換
、
停
止
弁
要
交
換
、
浸
透
枡
と
排
水
口
金
網
浚
渫
、
亀
裂
修
理

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
要
交
換
、
バ
ル
ブ

と
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
設
置
、
施
設
浚
渫
、
亀
裂
修
理
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M
IS

S
IR

A
H

 

車
輌
給
水
所

 
稼
働
す
る
が
状
態
悪
い
、
施
設

要
交
換

  
深
井
戸

 
停
止
中
、
ポ
ン
プ
故
障

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
故
障
多
発
、
要
交
換

 
高
架
水
槽

 
地
上
型
水
槽

 : 
施
設
稼
働
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
無
し
、
避
雷
針
無
し
、
水
位
計
無
し

 
配
管
網

 
特
記
事
項
無
し
だ
が
不
十
分

 
ポ
ン
プ
室

 
稼
働
、
状
態
良
好
、
錠
前
要
交
換
、
排
出
管
延
長

 

MAKACOULIBANT
AN 
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B
A

R
S

A
FO

 

警
備
員
室

. 
状
態
良
好
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換
、
配
管
・
衛
生
施
設
要
交
換
、
状
態
悪
い
天
板

3m
²要

交
換
、
ア

ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換
、
衛
生
施
設
配
管
ア
ク
セ
サ
リ
ー
要
交
換
、
便
所
と
台
所
の
扉

2
つ

 (
0,

73
x2

,1
3)

状
態
悪
い
、
要
交
換

 

A-146



給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(9

/1
4)

 

フ
ェ
ン
ス

 
錠
前
要
交
換

 
公
共
水
栓

 
蛇
口
要
交
換
、
亀
裂
が
入
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱

2
基
改
修

 

家
畜
水
飲
場

 
施
設
状
態
良
好
、
亀
裂
改
修
必
要
、
蛇
口
類
要
交
換
、
バ
ル
ブ

Ø
 5

0 
/ 6

0 
要
交
換
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

 Ø
 

50
 / 

60
 要

交
換

 

車
輌
給
水
所

 
施
設
状
態
良
好
だ
が
給
水
車
に

は
低
い
、
バ
ル
ブ

Ø
 5

0 
要
交
換
、
柱
を
立
て
直
す
、
メ
ー
タ
ー
設
置
、

グ
ラ
ベ
ル
設
置

 
深
井
戸

 
故
障
、
深
井
戸
要
交
換

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
故
障
、
揚
水
設
備
要
交
換

  
水
槽

 
機
能
し
な
い
、
要
交
換

 
配
管
網

 
実
質
的
に
存
在
し
な
い

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
非
常
に
悪
い
、
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
公
共
水
栓

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置
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FE
LA

N
E

 S
IN

E
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
深
井
戸

 
深
井
戸
稼
働

  
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
良
好
、
弁
要
交
換
、
発
電
機
、
制
御
盤
・
モ
ー
タ
ー
要
交
換
、
電
線
再
設
置

. 
高
架
水
槽

 
施
設
稼
働
、
水
槽
防
水
や
り
直
し
、
避
雷
針
設
置

 
配
管
網

 
稼
働
、
状
態
良
好

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
・
建
具
錠
前
要
交
換
、
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾙ
ｼ
ﾞ
ｰ
窓
の
破
損
し
た
ガ
ラ
ス
取
替

 
警
備
員
室

. 
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根

 ・
扉
錠
前
要
交
換
、
配
管
・
衛
生
施
設
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
稼
働
、
錠
前
要
交
換
、
施
設
要
改
修

 
公
共
水
栓

 
施
設
全
般
的
に
稼
働
、
改
修
必
要
、
バ
ル
ブ
要
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
の
浚
渫

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
劣
化
の
激
し
い
バ

ル
ブ

3
個
要
交
換
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
の
給
水
管

2
つ
要
交
換
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C
O

U
LI

B
A

N
 

TA
N

G
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
、
状
態
良
好
、
バ
ル

ブ
要
交
換

 
深
井
戸

 
深
井
戸
状
態
良
好

  

揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
良
好
、
発
電
機
修
理
、
制
御
盤
取
り
付
け
直
し
、
電
線
再
設
置
、
送
水
ラ
イ
ン
で
状
態
の
悪

い
圧
力
計
と
メ
ー
タ
ー
を
交
換

 
高
架
水
槽

 
施
設
稼
働
、
水
槽
梯
子
設
置
、
配
水
バ
ル
ブ
全
て
取
替

 
配
管
網

 
配
水
網
稼
働
、
漏
水
多
い
、
修
理
必
要
、
強
化
必
要

 
ポ
ン
プ
室
・
警
備

員
室

 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
、
窓

2
つ
要
交
換
、
排
出
管
設
置
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M
E

R
O

TO
 

警
備
員
室

. 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換
、
新
規
窓
設
置
、
建
具
錠
前
要
交
換
、
他
の
窓
ガ
ラ
ス
交
換
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(1

0/
14

) 

フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
改
修
、
門
柱

2
本
の
錠
前
交
換

 

公
共
水
栓

 
施
設
稼
働
、
蛇
口
類
要
交
換
、
停
止
弁
設
置
、
浸
食
問
題
が
あ
る
タ
タ
キ
周
囲
に
グ
ラ
ベ
ル
敷
設
、
ト
ラ

ッ
プ
交
換
、
複
数
の
公
共
水
栓
の
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
塗
装
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
の
浚
渫

 

家
畜
水
飲
場

 1
 

施
設
稼
働
、
タ
タ
キ
周
囲
に
グ

ラ
ベ
ル
敷
設
、
排
水
管
・
浸
透
枡
浚
渫
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
設
置
、
バ
ル

ブ
ボ
ッ
ク
ス
蓋
、
バ
ル
ブ

Ø
 6

0 
交
換

 

家
畜
水
飲
場

 2
 

施
設
稼
働
、
タ
タ
キ
周
囲
に
グ

ラ
ベ
ル
敷
設
、
排
水
管
と

 浸
透
枡
浚
渫
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
設
置
、
バ
ル

ブ
ボ
ッ
ク
ス
蓋
、
バ
ル
ブ

Ø
 6

0 
設
置

 

家
畜
水
飲
場

 3
 

施
設
稼
働
、
排
水
管
と

 浸
透

枡
浚
渫
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
設
置
、

 バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
蓋
交
換
、
バ
ル
ブ

Ø
 6

0 
交
換
、
ベ
ー
ル
改
修

. 
車
輌
給
水
所

 
稼
働
、
ホ
ー
ス
設
置
、
停
止
弁

設
置
、
浸
透
枡
設
置
、
タ
タ
キ
周
囲
に
グ
ラ
ベ
ル
敷
設

 
深
井
戸

 
施
設
稼
働
状
態
良
好

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ

 状
態
良
好
、
施
設
中
程
度
に
稼
働
、
発
電
機
バ
ッ
テ
リ
ー
問
題
、
制
御
盤
と
モ
ー
タ
ー
要
交
換

  
高
架
水
槽

 
施
設
稼
働
、
扉
設
置
、
送
水
配
水
管
要
改
修
、
バ
ル
ブ

3
個
取
替

 (
送
水
、
配
水
、
バ
イ
パ
ス

) 
配
管
網

 
状
態
良
好
、
高
密
化

 
ポ
ン
プ
室

  
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根

要
交
換
、
排
出
管
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
と
扉
交
換
、
窓
と
枠
交
換
、
配
管
再
設
置

 
便
所

 
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
と
扉
要
交
換
、
配
管
再
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
要
交
換

 

公
共
水
栓

 
施
設
稼
働
す
る
が
状
態
悪
い
、
施
設
要
改
修
、
メ
ー
タ
ー
・
配
管
・
蛇
口
類
要
交
換
、
浸
透
枡
浚
渫
、
マ

ン
ホ
ー
ル
再
設
置

 
2 

家
畜
水
飲
 

(日
本

) 
施
設
稼
働
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
停
止
、
全
配
管
と
特
殊
パ
ー
ツ
要
交
換

 

2 
家
畜
水
飲
場

(中
国

) 
施
設
状
態
悪
い
、
要
交
換
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M
A

K
A

 

車
輌
給
水
所

 
施
設
状
態
悪
い
、
改
修

 
深
井
戸

 
深
井
戸
稼
働

  
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
良
好
、
稼
働
、
深
井
戸
送
水
ラ
イ
ン
改
修
、
圧
力
計

 Ø
 1

00
 交

換
、
弁

 交
換

 
高
架
水
槽

 
施
設
稼
働
、
扉
錠
前
要
交
換
、
バ
ル
ブ
（
送
水
、
配
水
、
排
水
）
要
交
換
、
避
雷
針
と
水
位
計
設
置

 
配
管
網

 
稼
働
、
状
態
良
好
、
配
管
網
延
長

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
と
排
出
管
要
交
換
、
扉
２
箇
所
の
錠
前
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
状
態
中
庸
、
要
改
修

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
稼
働
、
状
態
良
好

 
公
共
水
栓

 
4
栓
式
公
共
水
栓
１
基
が

2
栓
の
み
稼
働
、
浸
透
枡
交
換
、
施
設
周
囲
盛
土
、
メ
ー
タ
ー
と
停
止
弁
設
置

 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
稼
働
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

・
排
水
設
備
全
体
・
施
設
周
囲
盛
土
の
設
置

 

31
 

M
IS

S
IR

A
H

 
TH

IA
R

E
N

E
 

車
輌
給
水
所

 
稼
働
、
給
水
管
破
損
、
浸
透
枡

蓋
敷
石
交
換
、
ホ
ー
ス
要
交
換
、
停
止
弁

Ø
 6

0
設
置
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(1

1/
14

) 

深
井
戸

 
停
止
中
、
再
設
置

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
設
置
、
発
電
機
無
し
・
設
置

 
高
架
水
槽

 
稼
働
し
て
い
な
い
、
状
態
中
庸
、
水
位
計
と
避
雷
針
設
置
、
梯
子
固
定
や
り
直
し
、
施
設
要
改
修

 
配
管
網

 
配
管
網
稼
働
せ
ず
、
強
化
必
要

 
ポ
ン
プ
室

 
稼
働
せ
ず
、
施
設
再
設
置

 
警
備
員
室

. 
施
設
稼
働
せ
ず
、
屋
根
要
交
換
、
扉
と
窓
要
交
換
、
配
管
再
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
無
し
、
設
置

 
公
共
水
栓

 
公
共
水
栓

2
基
稼
働
せ
ず
、
再
設
置

 
6 

家
畜
水
飲
場

S
 

施
設
稼
働
せ
ず
荒
廃
、
全
て
再

設
置
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FA
R

IC
O

U
N

 
D

A
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
深
井
戸

 
稼
働
、
状
態
良
好

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
稼
働
、
状
態
良
好
、
電
気
ケ
ー
ブ
ル
無
秩
序
、
発
電
機
・
制
御
盤
要
交
換

 
高
架
水
槽

 
稼
働
、
水
槽
防
水
の
再
設
置
、
送
水
管
要
改
修
、
配
水
バ
ル
ブ
要
交
換

 
配
管
網

 
配
管
網
稼
働
、
配
管
に
漏
水
多
い

 
ポ
ン
プ
室

 
稼
働
、
状
態
中
程
度
に
良
好
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
稼
働
、
建
屋
要
改
修
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
・
錠
前
要
交
換

 
便
所

 
稼
働
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
・
窓
・
扉
錠
前
要
交
換
、
配
管
と
衛
生
施
設
再
設
置

. 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
状
態
悪
い
、
全
部
再
設
置

 
公
共
水
栓

 
公
共
水
栓
改
修
、
メ
ー
タ
ー
設
置
、
蛇
口
類
要
交
換
、
浸
透
枡
と
排
水
口
金
網
の
浚
渫
、
漏
水
補
修

 
家
畜
水
飲
場

 1
 

稼
働
、
バ
ル
ブ

Ø
 6

0
と
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
要
交
換
、
ト
ラ
ッ
プ
要
交
換
、
浸
食
対
策
タ
タ
キ
保
護

 

家
畜
水
飲
場

 2
 

稼
働
、
停
止
弁

 Ø
 6

0・
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

 ・
ト
ラ
ッ
プ
要
交
換
、
浸
食
対
策
タ
タ
キ
保
護
、
給
水
管
と

排
水
管
要
交
換

 

家
畜
水
飲
場

 3
  

稼
働
、
停
止
弁
・
メ
ー
タ
ー
要
交
換
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
・
排
水
管
設
置
、
ト
ラ
ッ
プ

 バ
ル
ブ
ボ
ッ

ク
ス

要
交
換
、
浸
食
対
策
タ
タ
キ
保
護
、
浸
透
枡
浚
渫

 

KOUSSANAR 

34
 

S
IN

TH
IO

U
 

M
A

LE
M

E
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
稼
働
、
要
改
修
、
バ
ル
ブ

Ø
 8

0・
ホ
ー
ス
・
浸
透
枡
設
置

 
深
井
戸

 
深
井
戸
稼
動
せ
ず
状
態
悪
い
、
新
規
深
井
戸
建
設

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
状
態
悪
い
、
要
交
換
、
ポ
ン
プ
小
屋
要
交
換
、
発
電
機
要
交
換

 
2 

地
上
型
水
槽

 
施
設
状
態
非
常
に
悪
い
、
高
架

水
槽
新
設
必
要

 
配
管
網

 
状
態
非
常
に
悪
い
、
要
交
換

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
不
適
格
、
状
態
非
常
に
悪
い

(亀
裂
進
行

)、
施
設
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 

BAKEL 

GOUDIRY 

35
 

K
O

U
S

S
A

N
 

公
共
水
栓

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(1

2/
14

) 

2 
家
畜
水
飲
場

 
施
設
荒
廃
が
激
し
い
、
要
交
換

 
車
輌
給
水
所

 
施
設
無
し
、
新
規
設
置

 
深
井
戸

 
稼
働
、
深
井
戸
ボ
ッ
ク
ス
不
適
格
で
邪
魔
、
要
交
換
、
水
需
要
高
い

 
揚
水
設
備

 
発
電
機

20
08

年
か
ら
故
障
、
停
電
時
用
の
発
電
機
設
置
、
深
井
戸
出
口
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
の
漏
水
修
理

 
地
上
型
水
槽

 
防
水
や
り
直
し
、
亜
鉛
ア
ル
ミ

屋
根
改
修
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
無
し
、
自
動
点
火
シ
ス
テ
ム
あ
り

 

高
架
水
槽

 
水
槽
防
水
や
り
直
し
、
自
動
ポ
ン
プ
停
止
装
置
設
置
、
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
が
邪
魔
、
水
位
計
状
態
悪
い
、

バ
ル
ブ

 (
配
水
、
送
水
、
バ
イ

パ
ス
、
排
水

) 
要
交
換

  
配
管
網

 
人
口
増
加
、
高
密
化
、
各
戸
水
栓
の
配
置
均
衡
の
た
め
接
続
延
期
の
問
題
あ
り

 
ポ
ン
プ
室

 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換
、
電
線
は
め
込
み
、
施
設
状
態
良
好

 
警
備
員
室

. 
配
管
・
衛
生
施
設
要
交
換
、
電
線
要
交
換
、
建
具
要
改
修

 (
錠
前

) 
フ
ェ
ン
ス

 
金
網
フ
ェ
ン
ス
要
改
修
、
門
柱
錠
前
要
交
換

 

公
共
水
栓

 
蛇
口
類
要
交
換
、
砂
が
貯
ま
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
の
浚
渫
、
浸
食
問
題
が
あ
る
公
共
水
栓
の
タ
タ

キ
周
囲
に
グ
ラ
ベ
ル
敷
設

  

家
畜
水
飲
場

 
雨
水
流
水
に
よ
る
泥
溜
り
防
止

と
タ
タ
キ
部
の
保
護
、
貯
水
部
亀
裂
要
改
修
、
バ
ル
ブ

Ø
 4

0 
と
フ
ロ
ー

ト
バ
ル
ブ

 Ø
 6

0
設
置
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G
O

U
D

IR
Y

 

車
輌
給
水
所

 
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
設
置
、
ホ
ー

ス
設
置

 

深
井
戸

 
稼
働
状
態
良
好

 

揚
水
設
備

 
モ
ー
タ
ー
状
態
良
好
、
一
度
分
解

 
高
架
水
槽

 
稼
働
状
態
良
好
、
避
雷
針
の
確
認
と
固
定

 
地
上
型
水
槽

 
稼
働
、
タ
ン
ク
防
水
、
フ
ロ
ー

ト
バ
ル
ブ
と
水
位
計
設
置

 
配
管
網

 
全
般
に
蛇
口
部
分
で
漏
水
あ
り

 

ポ
ン
プ
室

 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
状
態
悪
い
、
要
交
換
、
排
気
管
フ
タ
の
取
替
、
砂
フ
ィ
ル
タ
ー
部
漏
水
、
錠
前

 交
換
、

建
屋
内
に
雨
水
が
浸
入
す
る

 
警
備
員
室

. 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
、
状
態
悪
い
、
要
交
換
、
窓

2
箇
所
要
改
修

 

便
所

 
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
、
状
態
悪
い
、
要
交
換
、
配
管
・
衛
生
施
設
要
交
換
、
扉
と
窓
要
改
修
、
便
槽
浚
渫
、

切
り
石
付
き
浸
透
枡
を
設
置

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
状
態
良
好
、

12
 m

の
一
部
を
改
修

 

公
共
水
栓

 
公
共
水
栓
稼
働
、
蛇
口
類
交
換
、

4
栓
式
公
共
水
栓

7
を
浸
食
か
ら
保
護
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
を
浚

渫
 

家
畜
水
飲
場

 
軽
度
の
亀
裂
修
理
、
バ
ル
ブ

Ø
 6

0 
交
換
、
排
水
管
要
交
換

 

B
A

LA
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G
O

U
M

B
A

Y
E

L 

車
輌
給
水
所

 
施
設
状
態
悪
い
、
要
交
換

 
深
井
戸

 (
F1

) 
施
設
稼
働
せ
ず
劣
化
、
水
位
低

下
に
よ
り
停
止

 

THI
ES 
TIV
AO
UN
EME

OU
AN
E 

45
 

TA
ÏB

A
 N

D
IA

Y
E

深
井
戸

 (
F2

) 
施
設
稼
働

 状
態
良
好
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(1

3/
14

) 

揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
・

G
E

1 
と

G
E

2 
状
態
良
好
、
制
御
盤
の
接
続
部
が
揚
水

13
時
間

/日
で
高
温
と
な
る
。
制
御
盤

異
常
の
改
修

 
高
架
水
槽

 
(1

00
m

3)
 

施
設
稼
働
、
状
態
良
好
、
避
雷
針
稼
働
せ
ず
、
状
態
悪
い
、
再
設
置

 

高
架
水
槽

 
(1

50
m

3)
 

施
設
稼
働
、
状
態
良
好
、
配
水
鋳
鉄
バ
ル
ブ

Ø
 1

00
劣
化
、
要
交
換

  

配
管
網

 
状
態
良
好

 ; 
し
か
し
蛇
口
部
分
で
漏
水
あ
り

(接
続
部

)、
各
戸
水
栓
需
要
高
い
、
配
水
管
延
長

 

ポ
ン
プ
室

 
施
設
稼
働
、
ア
ラ
ー
ム
状
態
悪
い
、
要
交
換
、
窓

2
箇
所
の
ガ
ラ
ス
と
虫
除
け
網
戸
・
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根

要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
無
し
、
新
設

 
便
所

 
施
設
状
態
良
好
、
ア
ス
ベ
ス
ト
屋
根
要
交
換
、
水
栓
装
置
・
蛇
口
要
交
換

 
会
議
室

 
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
建
設
さ
れ
た
既
存
施
設
、
状
態
良
好

 
フ
ェ
ン
ス

 
門
柱
フ
ェ
ン
ス
改
修

 
公
共
水
栓

 
稼
働
、
バ
ル
ブ
メ
ー
タ
ー
要
交
換
、
蛇
口
類
要
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
の
浚
渫

 

家
畜
水
飲
場

 1
 

施
設
稼
働
せ
ず
サ
ー
ビ
ス
停
止

、
水
管
理
委
員
会
に
よ
り
停
止
、
メ
ー
タ
ー

1
個
・
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

1
個
・
排
水
管

1
つ
設
置

 

家
畜
水
飲
場

 2
 

施
設
稼
働
せ
ず
サ
ー
ビ
ス
停
止

、
水
管
理
委
員
会
に
よ
り
停
止
、
メ
ー
タ
ー

1
個
・
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ

1
個
・
排
水
管

1
つ
設
置

 
車
輌
給
水
所

 1
 

施
設
稼
働
せ
ず
サ
ー
ビ
ス
停
止
、
水
管
理
委
員
会
に
よ
り
停
止
、
柱
交
換
、
ホ
ー
ス
交
換
、
浸
透
枡
浚
渫

 
車
輌
給
水
所

 2
  

施
設
稼
働
せ
ず
サ
ー
ビ
ス
停
止
、
水
管
理
委
員
会
に
よ
り
停
止
、
ホ
ー
ス
交
換
、
浸
透
枡
浚
渫
、

 ト
ラ
ッ

プ
設
置

 
車
輌
給
水
所

 3
 

施
設
稼
働
せ
ず
、
メ
ー
タ
ー

 ・
停
止
弁
な
し
、
改
修
必
要

 
深
井
戸

 
稼
働
せ
ず
、
揚
水
に
よ
り
砂
が
出
る

 
揚
水
設
備

 
新
規
ポ
ン
プ
、
モ
ー
タ
ー

 状
態
悪
い
、
複
数
回
分
解
、
モ
ー
タ
ー
要
交
換
、
深
井
戸
小
屋
の
屋
根
設
置

 
高
架
水
槽

 
施
設
状
態
良
好
、
水
槽
掃
除
、
配
水
管
と
排
水
管
浚
渫
、
配
水
バ
ル
ブ

 Ø
 1

00
 要

交
換
、
防
水
再
実
施

 
配
管
網

 
状
態
良
好

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
状
態
良
好
、
亀
裂
補
修
、
送
水
管
交
換

 
警
備
員
室
・
便
所

 
施
設
状
態
良
好
、
配
管
・
衛
生
施
設
改
修

 
フ
ェ
ン
ス

 
フ
ェ
ン
ス
改
修
、
金
網
要
交
換

 
公
共
水
栓

 
蛇
口
類
要
交
換
、
停
止
弁
メ
ー
タ
ー
要
交
換
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
浸
透
枡
浚
渫

 
家
畜
水
飲
場

 1
 

フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
要
交
換
、
亀

裂
修
理
、
メ
ー
タ
ー
設
置

 

TAMBACOUNDA 

TAMBACOUNDA 

KOUMPE NTOUM 

53
 

B
ID

IA
N

K
O

TO
 

家
畜
水
飲
場

 2
 

施
設

 状
態
悪
い

, f
is

su
ré

, 
要
交
換
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給
水

施
設

確
認

調
査

結
果

概
要

 
(1

4/
14

) 

家
畜
水
飲
場

 3
  

施
設
要
改
修
、
停
止
弁

 Ø
 6

3 
要
交
換
、
メ
ー
タ
ー

1
個
設
置
、
可
能
な
ら
家
畜
水
飲
場

1
基
追
加

 
車
輌
給
水
所

 
タ
タ
キ
周
囲
に
グ
ラ
ベ
ル
敷
設

、
車
輌
給
水
所
再
建
設

 
深
井
戸

 
停
止
、
深
井
戸
故
障
、
砂
が
出
る

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ
停
止
、
モ
ー
タ
ー
と
ポ
ン
プ
の
故
障
多
発
、
モ
ー
タ
ー
と
送
水
管
は
改
修
必
要

 

高
架
水
槽

 
停
止
、
水
槽
防
水
再
実
施
、
水
槽
浚
渫
（
出
砂
）
、
排
水
バ
ル
ブ

 Ø
 1

25
 要

交
換
、
避
雷
針
無
し
、
水

位
計
無
し

 
配
管
網

 
状
態
良
好
、
人
口
増
加

 
ポ
ン
プ
室
・
警
備

員
室

 
施
設
状
態
良
好
、
亀
裂
改
修
、
錠
前
要
交
換

 

便
所

 
配
管
・
衛
生
施
設
要
交
換
、
蛇
口
類
要
交
換

 
フ
ェ
ン
ス

 
金
網
要
改
修

 

公
共
水
栓

 
全
て
の
停
止
弁
要
交
換
、
全
て
の
蛇
口
類
要
交
換
、
メ
ー
タ
ー
設
置
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
排
水
口
金
網
の
浚

渫
 

家
畜
水
飲
場

 
施
設
状
態
良
好
、
軽
度
の
亀
裂

補
修
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H
A

M
D

A
LA

Y
E

 
TE

S
S

A
N

 

車
輌
給
水
所

 
施
設
状
態
良
好
、
亀
裂
改
修
、

ホ
ー
ス
交
換

 
深
井
戸

 
深
井
戸
状
態
悪
い
、
故
障

 
揚
水
設
備

 
ポ
ン
プ

20
08

年
か
ら
故
障

 
高
架
水
槽

 
地
上
型
水
槽
、
天
板
な
し
、
状
態
悪
い
、
施
設
稼
働
せ
ず
要
交
換
、
配
管
状
態
悪
い

 
配
管
網

 
配
管
網
設
置

 
ポ
ン
プ
室

 
施
設
亀
裂
、
状
態
非
常
に
悪
い
、
要
交
換

 
警
備
員
室

. 
施
設
無
し

 
フ
ェ
ン
ス

 
施
設
無
し

 
公
共
水
栓

 
施
設
無
し

 

4 
家
畜
水
飲
場

 
2
基
が
稼
働
せ
ず
、
状
態
非
常

に
悪
く
不
適
格
、
他
の

2
基
は
稼
働
、
タ
タ
キ
周
囲
に
グ
ラ
ベ
ル
敷
設
、

機
器
と
配
管
要
交
換
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K
O

U
N

D
IA

W
 

車
輌
給
水
所

 
施
設
無
し
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資料 8(3) 水源調査 再委託調査結果 

 
1 「セ」国での既存井戸の問題 

 
近年、井戸に関連するトラブルが「セ」国全域で増加しているが、この一因として井戸の建設

時期が関係していると考えられる。DGPRE の発行する年鑑によると、「セ」国では 1980 年以降に

井戸建設数が飛躍的に増加している。つまり、それら 80 年代に大量に建設された建設年数 20 年

以上の井戸が、現在寿命を迎えているということになる。 
 

井戸トラブルの大半は、ケーシングが腐食し穴が開いたことに起因すると考えられる。ケーシ

ングに穴が開くことにより、エアリフト時に黒い濁水、砂の流入、遮断したはずの帯水層からの

塩水の流入が発生していると言える。今回、利用不能のため調査対象となった井戸においてもケ

ーシングの腐食が利用ができなくなった原因と考えられる。 
 
このような井戸の問題を回避するために以下のような対策の実施が考えられる。 
・ 鉄ケーシングに代わり、PVC ケーシングを利用する。（PVC の性能向上、「セ」国で標準

的な大口径 PVC ケーシングの耐圧の向上より使用可能と考えられる） 
・ ケーシング外周の全体をセメンティングする。（ケーシングを保護すると同時にケーシン

グに穴が開いた場合も異物流入を阻止する） 
 
2 井戸診断調査結果 
 
(1) 概要 
 施設が長期間利用中断されていた井戸、利用されているが揚水量の増加を検討している井戸に

おいて井戸診断調査（エアリフト、井戸カメラ診断、段階揚水試験）を実施した。 
・ エアリフトを最大 24 時間実施し、排出物を確認 
・ 井戸カメラによる内部目視検査 
・ 段階揚水試験による揚水特性の確認 

 
調査対象サイトと検査結果を下表に示す。 

 
井戸診断実施サイト 

揚水試験 エアリフト/井戸カメラ診断 
N° サイト名 

水量判定 トラブル判定 寿命 

ﾎﾟﾝﾌﾟ設置の為の

クリアランス 
掘削必要性

1 DAROU NDIMBELANE ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

2 FASS NDIMBELANE ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

3 KISSANG ○ 砂・砂利の流入 穴有り ○ ○ 

5 DAROU FALL ○ ○ 腐食進行済 限界あり × 

7 NDIAMBOUR ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

8 SAM NGUEYENE ○ × 腐食進行済 ○ × 

9 GALLE  ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

12 KEUR DAOUDA ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

13 DIAM DIAM ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

14 DAROU NDIAWENE 水量少 
エア管が降下し

ない 
落下物有り × ○ 
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15 DAROU SALAM SINE II ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

16 FASS GOUNASS ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

19 MALEM BA 水量少 泥塊流入 腐食進行済 ○ ○ 

26 BARSAFO ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

29 MERETO ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

30 MAKA ○ 
開始直後に出砂

大量 
穴有り ○ ○ 

35 KOUSSAN  
開始直後に出砂

大量 
問題あり 限界あり ○ 

37 GOUMBAYEL ○ ○ 数年以内 ○ ×  

46 AOURE ○ ○ 10 年以内 ○ × 

50 MBAYEGNE THIASDE ○ ○ 腐食進行済 ○ × 

53 BIDIANKOTO 
水量少 × 

スクリーンの腐食

による目詰まり なし ○ 

55 KOUNDIAW ○ ○ 
浅井戸連結部で落

下物あり 
○ ○ 

 
また、複数の井戸がある MERETO、KOUSSAN では深度の確認をすることで既存データを同定

することができた。 
 
作業状況は以下に示す。 

  

MERETO 段階揚水試験の実施状況 KOUSSANE AIRLIFT 状況 

  
Aoure 実施状況 1 Kuer Daouda 実施状況 2 
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(2) エアリフト調査結果 
 非常に細かい砂のほかに、ケーシング、揚水管の管壁より剥がれた腐食片が含まれた黒く濁っ

た水が排出され、数時間後に水が透明になるという現象が観察された。一部の井戸はエアリフト

を一旦停止させると、色の濃い濁水が数分間排出されるため、ケーシングに穴が開いていると想

定できる。また、浅井戸連結型の深井戸では、深井戸で揚水すると浅井戸の異物が連結部から流

入するため、浅井戸を浅層からの汚染から保護することが必須である。 
 
 非常に腐食の進行した GOUNBAYEL の井戸では、エアリフト開始から 1 時間は、黒く濁った水

が排出されている。異臭を放つこの黒い濁水は鉄の腐食によって生成された粒子が原因で、腐食

部を剥離させた裏側は、この粒子で埋め尽くされている。GOUNBAYEL での濁水の量を考えると

ケーシング壁を貫通する穴が生成されるのも時間の問題であると考えられる。 
 

Koussan  エアリフト一旦中断後 Maka エアリフト一旦中断後 

Aoure エアリフトによる排出物 Keur Daouda  エアリフトによる排出物 
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(3) 井戸カメラによる調査結果 
 井戸の問題は砂･砂利の流入がほとんであるため調査前の時点ではスクリーンの破損が危惧さ

れた。しかし実際調査を行なってみると、スクリーンの状態は非常に良く、全ての調査井戸にお

いてスクリーンが破損は確認されなかった。また、砂の流入が確認された井戸でもケーシング壁

の貫通穴は確認されなかった。 
 井戸カメラによる観察で、特に静水位と動水位の間で腐食の進行が激しいことが確認された。

また、ケーシング連結部においてもネジ山が確認できないほど腐食が進行している井戸も確認さ

れた。そのため、2mm 程度はケーシングの厚みが減っていると思われる。管厚は約 6mm である

ため、内外の腐食を考慮すると残る厚みは 2mm 程度になり、貫通穴がいつできても不思議ではな

い。 
 
1) 静水位上のケーシング状態 
静水位上のケーシングは水には触れていないものの腐食が進行し表面が凹凸状となっている。

管壁から流体が垂れた跡が見られる部分は恐らくケーシングに穴が開いて、そこから自由地下水

が垂れた跡と考えられる。但し、水が定常的に流れ出していないので井戸の使用に差し支えない。 
 
2) 静水位上付近のケーシングの状態 
静水位付近のケーシング表面には凹凸はあまり観察されないものの、湿った状態で錆が溶けた

ように発達している。そのため、表面から見えないケーシング内部まで腐食が進行していると考

えられる。静水位付近は非常に水が濁っており、ケーシングの腐食状況を観察することができな

かった。 
 
3) ケーシングの接続部（リヂューサー部分）の状態 

ケーシング・揚水管の腐食片がたまっている他、ポンプ、揚水管などがリヂューサー部分に引

っかかり、リヂューサー下部の 4 インチケーシングの入り口を塞ぐ井戸が確認された。これらは、

井戸深度測定センサーやエアリフト管が降下しない原因となっている他、動水位を下げられない

原因ともなっている。 
 
4) スクリーンの状態 
エアリフト洗浄後でもあったため、スクリーンは非常に状態がよく問題は確認されなかった。

ただし、BIDIANCOTO では茶色状の粒子がスリットを閉塞していることが観察され、揚水量減少

の原因となっている。 
 

5) 井戸底の状態 
底にたまっている堆積物は帯水層より流入したと思われるシルトよりも、ケーシング・揚水管

の腐食片が大部分を占めると考えられる。井戸カメラによる観察中もカメラが管壁にぶつかった

際に剥離する腐食が降下し堆積していくことが確認されている。 
 
下記に井戸内の状況例を写真で示す。 
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水位情報の映像 FASS NDIMBELANE 36.72m 静水位近傍の映像 FASS NDIMBELANE  56.56m 

静水位近傍の映像 FASS NDIMBELANE  57.00m 鉄バクテリア（推定） MALEM BA 92.28m 

テレスコープ部の映像 DAROU FALL 102.48m リヂューサー部の映像 DAROU FALL 102.48m 
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井戸底部の映像 GOUMBAYEL 48.96m スクリーンの映像 FASS GOUNASS  120.4m 

 
(4) 揚水試験結果 
 建設時のデータと本調査の段階揚水試験の結果を比較し、経年変化と比湧水量の変化から使用

可否の判断をする。比較の結果、井戸が流入物によって埋まっていない限り、利用に差しつかえ

る井戸性能の変化はない。複数の井戸（MERETO、DIAM DAIM, MAKA）で建設時のデータと大

きく異なるケースがあったが試験結果が良好なため、実用には問題ないと判断する。MAKA に関

してはケーシングに穴が開いていることもあり使用不可能と判断する。GOUMBAYEL、MERETO
は静水位が約 10m 異なるため試験結果が大きく異なるが、比湧水量は向上していることもあり実

用には差しつかえない。 
 
N° サイト名 変化判定 段階揚水試験 

1 
DAROU 

NDIMBELANE 

ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0005x2 + 0.1015x

y = 0.0008x2 + 0.0854x

0

2

4

6

8

10

12
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)
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2 
FASS 

NDIMBELANE 

ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0007x2 + 0.234x

y = 0.001x2 + 0.211x

0

2

4

6

8

10

12

14

0 20 40 60
yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

3 KISSANG 
比較不可だが

50m3/h は充分 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0008x2 + 0.0778x

0

2

4

6

8

10
0 20 40 60

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

5 DAROU FALL 
ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0004x2 + 0.1072x

y = 0.0004x2 + 0.1018x

0

2

4

6

8

10
0 20 40 60

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)
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7 NDIAMBOUR 

既存データが不

十分で比較不可

だが充分な井戸

性能と言える。や

や水位降下が大

きい。 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = -0.0005x2 + 0.4364x
y = 0.0023x2 + 0.2443x

0

5

10

15

20

25
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

8 SAM NGUEYENE 
ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0003x2 + 0.0522x

y = 0.0005x2 + 0.063x

0

5

10

15

20
0 20 40 60 80

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

9 GALLE  
ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0015x2 + 0.2699x
y = 0.0014x2 + 0.2162x

0

5

10

15

20

25
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)
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12 KEUR DAOUDA 

既存データが不

十分で比較不可

だが充分な井戸

性能と言える。や

や水位降下が大

きい。 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = -0.0003x2 + 0.2367x
y = 0.0014x2 + 0.1331x

0

5

10

15

20
0 10 20 30 40 50 60

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

13 DIAM DIAM 

既存データと全

く異なる性能を

示している。乱流

損失は大きいが

比湧水量は大き

い。 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0013x2 + 0.4092x

y = 0.0018x2 + 0.1206x

0

5

10

15

20
0 10 20 30 40 50

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

14 
DAROU 

NDIAWENE 
問題あり 揚水量が小さく試験不能 

15 
DAROU SALAM 

SINE II 

ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0007x2 + 0.105x
y = 0.0005x2 + 0.1109x

0

2

4

6

8

10

12
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)
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16 FASS GOUNASS 

井戸性能が落ち

ている。60m3/h

以上の使用で注

意して検討が必

要 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0004x2 + 0.3631x
y = 0.0021x2 + 0.355x

0

5

10

15

20

25

30
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

19 MALEM BA 問題あり 揚水量が小さく試験不能 

26 BARSAFO 
ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0008x2 + 0.1235x

y = 0.0007x2 + 0.1423x

0

2

4

6

8

10

12
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation(new)

多項式 (drawdown)

29 MERETO 

全くデータが異

なるが性能はよ

い 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0081x2 + 0.4513x

y = 0.0016x2 + 0.055x

0

10

20

30

40

50
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)
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30 MAKA 

水位降下が大き

く何らかの問題

あり 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = -0.0003x2 + 0.2628x
y = 0.0132x2 + 0.0957x

0

5

10

15

20

25

30
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

35 KOUSSAN  試験不能 

37 GOUMBAYEL 

静水位が 10m 異

なるが実用に差

し支えない 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0009x2 + 0.1963x
y = 0.0001x2 + 0.169x

0

2

4

6

8

10

12
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

46 AOURE 
ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0004x2 + 0.2223x

y = 0.0004x2 + 0.2053x

0

5

10

15
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)
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50 
MBAYEGNE 

THIASDE 

ほとんど変化な

し 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0025x2 + 0.1227x
y = 0.0019x2 + 0.1331x

0

2

4

6

8

10

12

14

16
0 20 40 60 80

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

53 BIDIANKOTO 使用不可 試験不能 

55 KOUNDIAW 

ほとんど変化が

ないが、落下物に

よりこれ以上の

揚水量増加は不

可能 

Result of step drawdown test quadratic estimation

y = 0.0038x2 + 0.3697x
y = 0.0082x2 + 0.1438x

0

5

10

15

20

25
0 20 40 60 80 100

yield(m3/hrs)

dr
aw

do
nw

(m
)

drawdown

drawdown(new)

approximation

approximation(new)

 
(5) 水質調査結果 
 イオン構成をヘキサダイアグラムで比較して水質の変化を確認する。今回の水質検査では塩化

物イオン濃度が上昇し、それに伴い電気伝導度、ph の値が増加している。原因は不明であるが、

変化したイオン濃度の絶対値が小さく測定誤差の範囲内ともいえる。よって、水質悪化を示すも

のではなく問題ないと考える。 
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N° サイト名  

Stiff グラフ 

Stiff graph

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5

当濃度(meq/mg）

村落名

Na+K ------------------------Cl

Ca------------------------HCO3

Mg -------------------------SO4

1 
DAROU 

NDIMBELANE 

 

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

2 
FASS 

NDIMBELANE 

変化の原因は不

明であるが、水質

悪化を示すもの

ではないので問

題ないと考える。 

Stiff graph

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

FASS NDIMBELANE

3 KISSANG 

建設時のデータ

はないが周辺地

域と同様な傾向

を示しているた

め問題ないとい

える。 

Stiff graph

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

KISSANG
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5 DAROU FALL 

塩化物イオン以

外はほとんど変

化がない。 

Stiff graph

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

DAROU FALL

7 NDIAMBOUR 

建設時のデータ

はないが周辺地

域と同様な傾向

を示しているた

め問題ないとい

える。 

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

NDIAMBOUR

8 SAM NGUEYENE 

SO4 の増加、Na の

減少によりグラ

フは異なるが、変

化量が非常に小

さく水質悪化を

示すものではな

いと考える。 

Stiff graph

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

SAM NGUEYENE

9 GALLE  

イオン量の絶対

値が小さく、建設

時データとほぼ

同様の結果であ

ると言える。 

Stiff graph

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

GALLE 
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12 KEUR DAOUDA  

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

KEUR DAOUDA

13 DIAM DIAM  

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

DIAM DIAM

14 
DAROU 

NDIAWENE 
 井戸揚水不能 

15 
DAROU SALAM 

SINE II 

建設時データと

異なるが、現在の

水質は周辺地域

と同様傾向であ

り問題ないとい

える。 

Stiff graph

-6.0 -4.0 -2.0 0.0 2.0 4.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

DAROU SALAM SINE II

16 FASS GOUNASS 

塩化物イオン以

外は建設時デー

タとほぼ同様の

結果である。 

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

FASS GOUNASS
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19 MALEM BA  井戸揚水不能 

26 BARSAFO 

塩化物イオン以

外は建設時デー

タとほぼ同様の

結果である。 

Stiff graph

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

BARSAFO

29 MERETO  

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

MERETO

30 MAKA  

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

MAKA

35 KOUSSAN  揚水不能 

37 GOUMBAYEL 

建設時データは

ないがイオン量

が小さいことと

OM 層の水質の傾

向と同様である

ため、問題なし。 

Stiff graph

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

GOUMBAYEL
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46 AOURE  

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

AOURE

50 
MBAYEGNE 

THIASDE 
 

Stiff graph

-3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

53 BIDIANKOTO  揚水不能 

55 KOUNDIAW 

塩化物イオン以

外は建設時デー

タとほぼ同様の

結果である。 

Stiff graph

-4.0 -2.0 0.0 2.0 4.0 6.0

当濃度(meq/mg）

既存Cation

既存Anion

新規Cation

新規Anion

KOUNDIAW

 
(6) その他 
 揚水管は錆コブができるほど腐食が激しく、貫通穴ができていたり、フランジの場合でもネジ

接続部のネジ山が完全になくなるほど腐食が進行している。この為、揚水管からの漏水で揚水量

が減少したり、ポンプ自体が落下したりする原因となっている。 
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 DarouNdimbelane 揚水管接続部ネジ腐食 Keur Daouda 腐食したフランジ部を除去し溶接 

 

Maka 揚水管腐食 Maka 揚水管接続部の腐食 

 
3 Taiba Ndiaye の井戸について 
 
3-1 概要  
 

Taiba Ndiaye 近郊で浅い帯水層を利用した井戸が利用されているため、同様な帯水層を対象とし

た約 100m 深度の試掘の妥当性を判定した。 
 
その結果、100m までの帯水層を利用することは TaibaNdiaye においては困難であると判断する。

実施機関である DHR の水理地質技術者からも帯水層が存在しないことが指摘されている。 
Taiba Ndiaye の既存井戸の柱状図から鑑みるに、帯水層となる砂層は 25m までしかないと予測

される。また、南西部 2km 程度に位置する観測井戸（Taiba Santhi）でも砂層が 25m 程度である。

よって、砂層深度は燐酸工場から観測井戸に至るまで徐々に浅くなっていく構造といえる。その

他近傍で建設された井戸柱状図によっては、泥灰岩層を粘土分混じりの CXT 層と解釈して 41m
までとしているが粘土混じりであるため透水性は低いと考えられる。 



 

  A-171

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 TaibaNdiaye および周辺井戸の対象帯水層と地質の関係の概念図 
 

3-2 Taiba Ndiaye の周辺井戸に関する資料 
 

WEB アドレス http://www.ics.sn/english/home.html に一般情報が開示されている 
1960 年より CSPT 社で燐酸の採掘が始まり、1984 年より ICS 社の燐酸工場が稼動始めた。 
  

(1) 地下水開発経緯および開発歴史（WEB より抜粋） 
1957 CSPT 社設立 
1959 Ma 層を対象として 7 本の井戸掘さく 
1960 リン鉱石出荷開始 
1976 ICS 社設立 
1981 1000m、572m の井戸を建設し、帯水層の塩分の垂直変化を中心に調査実施（報告書有） 
1984 リン酸工場稼動開始 
1996 ICS - CSPT 合併 
1999 リン酸工場の処理能力倍増、新鉱区 TOBÈNE 開発 
2001 第 2 リン酸工場稼動開始 
2002 (2001)CXT 層利用の井戸 3 本運用開始 ?（メーターの指示値より推定） 
2003 新鉱区 TOBÈNE での採掘開始 

  
(2) 井戸周辺地域の水理地質図 

Carte hydrogeologique de la republique du senegal, janvier 1965, 1 :500,000 
Taiba Ndiaye の南部は泥灰岩が露岩する境界付近に位置している。Taiba Ndiaye 北部に位置する

燐酸工場の井戸で砂層からの採水が可能な理由は静水位より下に帯水層となるのに十分な厚

みの砂層が存在するためである。一方、Taiba Ndiaye では静水位とほぼ同深度となるため水量

の確保は困難な可能性は高い。 

Taiba Santhie Taiba Ndiaye ICS FC1 – FC3 地表 

静水位 25m 

砂層（Ma） 既存井戸の対象 

400m 

2km 12km 

砂層(CXT) 

??m  50m or139m 
泥灰岩(Pa) 

25m or41m  25m or41m  
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図 2 水理地質図での位置 
 

(3) 揚水井戸および観測井の地質柱状図 
TaibaNdiaye 周辺に存在する井戸の位置関係を次の図に示す。燐酸工場（ICS）において利用し

ている浅い帯水層に最も近い井戸は DayaDiop、Meouan である。また、TaibaNdiaye Ndomor2 や

Ndikate Ngorma の井戸が参考となる。 
 

ICS FC1-FC3 

Taiba Ndiaye 
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図 TaibaNdiaye 周辺に存在する井戸の位置関係（1グリッドは 5km） 

接頭字の説明 
・FC： ICS の CXT 層を対象とした井戸 
・F ： ICS の Ma 層を対象とした井戸 
・J1P： TaibaNdiaye 給水施設で利用している既存深井戸 2 基 

 
 
 

Ngakham2 

Meouane 

Ndomor2 

Ndiakhate Ngorma 

DayaDiop 

Thialle 

Ndong 
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村落 郡 井戸名 建設 ﾌﾟﾛｼ ｪ゙ｸﾄ
CXT
判断

Mboro Meouane F1 bis 1988 ？ ×
Mboro Meouane F2 bis 1988 ？ ×

Meouane Meouane - 1968 USAID ○
Meouane Meouane - 1993 ｲﾀﾘｱ 不明

Taiba Santhie OMS　P13 1971 ？ ×
NiakalKeur Moustapha  Niakhene　 1998 CEAOII △

Ngakham 2 Meouane 1998 CEAOII △
Ndomor2 1998 CEAOII △

Daya DIOP Meouane 1998 CEAOII ×
Thialle Meouane 1998 CEAOII ×

Ndiakhate Ngorma Meouane 1998 CEAOII ○
Thielle Djiling　 Meouane 1998 CEAOII ○

Ndong Meouane 1998 CEAOII ○
Ndiop SAO1 Meouane 1998 CEAOII ×
Ndiop SAO2 Meouane 1998 CEAOII ×
Darou Fall Meouane 1998 CEAOII ？

Diogo Meouane 1998 CEAOII ？  

＊CXT の利用判断は井戸診断１団員によるもの 
 
(4) 揚水実績 

 
井戸番号 開始日 最終日 総日数 ﾒｰﾀ-開始 ﾒｰﾀｰ最後 総水量(m3) 1 日あたり換算

(m3) 

FC1 2002/9/26 2003/2/1 128 55 14,087 14,033 110 
FC2 2202/9/23 2003/2/1 131 125,214 179,559 54,345 415 
FC3        

(出典：ICS 井戸管理部、PEPTAC プログレス レポート１より) 
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資料 8(4) 測量再委託調査結果 

 

本調査は、基本設計調査を行う上で必要な精度を確保するため、この 41 ヵ村の内、測量

が必要なタンバクンダ州、マタム州のプロジェクトサイトにおいて、給水施設の拡張工事

のひとつである中心村落および衛星村落に増設を計画する公共水栓への配管を行う上で必

要な、標高や距離などの地形状態を的確に把握するためのものである。全体の測量調査の

数量結果は以下の通りとなった。 

 １） 衛星村落への路線測量 185.8km 

 ２） 中心村落の敷地測量 15 村落 

 ３） 既存地図がある村落での標高の測定 2 村落 

これらをサイトごとに表にまとめると下記のようになる。 

 

測量調査結果数量一覧表 

No 村落名 路線測量実施距離（ｋｍ） 敷地測量実施 標高測量実施 

3 KISSANG － ○ － 
4 KOUNTOUATA － ○ － 
5 DAROU FALL －(下記 No5 に含む) ○ － 
6 KOUMARE 11.2 ○ － 
7 NDIAMBOUR － ○ － 
8 SAM GUEYENE 15.3 － － 
10 KOUMPENTOUM  13.1 － ○ 
13 DIAM DIAM 17.5 － － 
19 MALEM BA － ○ － 
21 DAROU NDIAYE － ○ － 
22 KOUTHIA GAÏDY － ○ － 
23 DIALACOTO 8.1 － － 
24 MISSIRAH － － ○ 
27 FELANE SINE － ○ － 
29 MERETO － ○ － 
30 MAKA 17.8 － － 
33 FARICOUNDA 5.1 ○ － 
34 SINTHIOU MALEME 20.3 － － 
35 KOUSSAN － ○ － 
36 GOUDIRY 31.9 － － 
37 GOUMBAYEL 8.0 － － 
46 AOURE 8.7 － － 
47 DOUNDE 15.0 － － 
53 BIDIANKOTO 3.1 ○ － 
54 HAMDALLAYE TESSAN 10.7 ○ － 
55 KOUNDIAW － ○ － 

   

  これら測量結果を利用して、給水施設の配置設計、衛星村落への給水可能性の検討を

行なった。これらの結果は基本計画の給水施設概略設計図に反映されている。 
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